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平成16年度の主な新規事業 
（1万円未満は四捨五入） 

○互いに認めあい身近に豊かさを
実感できるまちづくり 

・増林地区センター整備事業 
２１７０万円 

　増林公民館を移転し、新たに教
育センターを併設した地区センタ
ーとして整備するため、地質調査・
設計を行う 
・大相模地区センター整備事業 

１億２３２３万円 
　大相模公民館を移転し、新たに
地区センターとして整備するため、
用地購入・造成工事等を行う 
 
○だれもが健康で生きがいをもっ
て安心して暮らせるまちづくり 

・知的障害者入所更生施設建設助
成事業 

９３３４万円 
　知的障害者入所更生施設を整備
する社会福祉法人に対し、建設費
用の一部を助成する 
・私立保育所事業 

４７６０万円 
　待機児童の解消と多様な保育ニ
ーズに対応するため、保育園を整
備する社会福祉法人に建設費用の
一部を助成する 
・小児救急医療支援事業運営費負
担金 

２４９万円 
　５市１町管内の参加病院による
小児の第二次救急医療体制の整備
を行い、越谷市では市立病院が参
加する 
 
○人にやさしく自然と調和した秩
序ある美しいまちづくり 

・新越谷駅北通り線整備事業 
１億１０９０万円 

　南越谷駅北口駅前広場から大間
野南荻島線までの区間の整備を行
い、交通の円滑化を図る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○快適な生活環境につつまれた安
全なまちづくり 

・消防署所整備事業 
１３００万円 

　市域北西部の防災拠点である大
袋分署を、複雑かつ多様化する各
種災害や高度化する資機材などに
対応できる耐震性・耐火性に優れ
た施設として移転新築するため、
設計や地質調査を行う 
 
○いきいきと働ける魅力と活力あ
ふれるまちづくり 

・産業雇用支援施設整備事業 
６億０２４０万円 

　産業支援・就労支援・勤労者福
祉支援等の機能を備えた施設の整
備に着手するとともに、国の機関
を取り込み、一体的・総合的な施
策を展開する 
 
○個性的で多様に学べる心豊かな
まちづくり 

・学校教育推進事業 
１００万円 

　越谷市小学校陸上競技大会を「し
らこばと運動公園競技場」で開催
し、競技参加者や応援の小学生の
移動用バスを借り上げる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○その他 
・総合振興計画事務費 

１５００万円 
　平成18年度から平成22年度を目
標年度とした総合振興計画・後期
基本計画の策定に着手する。ま
た、都市計画マスタープランの改
訂も併せて行う 
・総合行政情報化推進事業 

９６０万円 
　電子自治体の構築に向け、埼玉
県および県内市町村と共同で、市
民の利便性を重視した電子申請シ
ステムの開発を行う 

しらこばと運動公園競技場 

新越谷駅北通り線 

�
昨
年
の
国
内
外
の
状
況
を
顧
み
ま

す
と
、
国
際
的
に
は
新
型
肺
炎
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
の
蔓
延
、
イ
ラ
ク
戦
争
の
勃
発
、

テ
ロ
事
件
の
発
生
な
ど
、
世
界
中
を

大
き
く
揺
る
が
す
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
国
内
で
は
、
相
次
ぐ

金
融
機
関
の
破
綻
や
高
い
失
業
率
が

示
す
よ
う
に
、
景
気
回
復
は
改
善
の

兆
し
が
見
ら
れ
な
い
ま
ま
新
年
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
に

入
り
ま
し
て
も
、
光
明
を
見
出
す
景

況
感
は
な
く
、
21
世
紀
の
展
望
は
未

だ
確
か
な
姿
と
し
て
見
え
て
ま
い
り

ま
せ
ん
。
 

�
現
在
、
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
地

方
財
政
を
大
き
く
左
右
す
る
「
三
位

一
体
の
改
革
」
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
平
成
16
年
度
で
は
当
面
１
兆

３
０
０
億
円
の
補
助
金
が
削
減
さ
れ

る
一
方
、
税
源
移
譲
は
４
２
４
９
億

円
に
と
ど
ま
り
、
所
得
譲
与
税
の
創

設
で
道
筋
は
つ
け
た
も
の
の
、
基
幹

税
の
移
譲
に
つ
き
ま
し
て
は
先
行
き

の
不
透
明
感
が
ぬ
ぐ
え
な
い
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
。
 

�
こ
の
よ
う
に
、
今
後
、
地
方
財
政

を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し

さ
を
増
す
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

こ
の
状
況
を
悲
観
的
に
捉
え
る
だ
け

で
は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
先
人

か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
を
次
代
に
託

す
、
「
ふ
る
さ
と
越
谷
」
の
歩
み
を

停
滞
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
本
格
化
す
る
少
子
・
高
齢
社

会
を
目
前
に
、
限
ら
れ
た
財
源
で
多

様
な
行
政
需
要
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
る
現
在
、
私
は
も
と
よ
り
全

職
員
が
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
換

え
る
気
概
と
経
営
意
識
を
持
っ
て
市

政
運
営
に
あ
た
る
こ
と
は
論
を
待
た

な
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
経
営
資
源
で
あ
る
「
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
」
の
最
適

配
分
と
そ
の
活
用
に
努
め
る
と
と
も

に
、
今
な
す
べ
き
こ
と
、
今
で
な
い

と
で
き
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
と
見

極
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
明

日
の
越
谷
市
を
築
い
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

�
さ
て
、
平
成
16
年
度
の
政
府
予
算

案
に
お
い
て
、
一
般
会
計
は
対
前
年

度
比
０
・
４
㌫
増
の
82
兆
１
１
０
９

億
２
５
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳
出
予
算

は
対
前
年
度
比
０
・
１
㌫
増
の
47
兆

６
３
２
０
億
１
１
０
０
万
円
で
す
が
、

高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
関
係
費
や

参
議
院
選
挙
経
費
な
ど
の
特
殊
経
費

を
除
く
と
、
前
年
度
を
下
回
り
３
年

連
続
の
緊
縮
型
予
算
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
 

�
本
市
に
お
い
て
も
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
第
３
次

総
合
振
興
計
画
の
推
進
の
基
本
と
な

る
越
谷
市
一
般
会
計
予
算
は
対
前
年

度
比
９
・
０
㌫
増
の
７
６
６
億
円
、

さ
ら
に
各
特
別
会
計
と
病
院
事
業
会

計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の
予
算
総
額

は
、
対
前
年
度
比
４
・
６
㌫
増
の
１

４
３
７
億
６
２
５
５
万
円
で
編
成
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
一
般
会

計
で
は
過
去
に
発
行
し
た
減
税
補
て

ん
借
換
債
71
億
円
を
除
く
と
、
実
質

的
に
は
対
前
年
度
比
１
・
１
㌫
減
の

６
９
５
億
円
と
な
り
ま
す
。
 

�
な
お
、
平
成
16
年
度
当
初
予
算
に

つ
き
ま
し
て
は
、
試
行
的
に
、
経
常

経
費
に
お
い
て
各
課
所
ご
と
に
予
算

を
配
分
し
、
自
ら
の
責
任
と
裁
量
の

も
と
、
個
別
の
事
業
に
割
り
振
る
こ

と
を
前
提
と
し
た
予
算
配
分
方
式
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
 

（
２
面
に
続
く
）
 

　
平
成
16
年
度
の
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
３
月
定
例
市
議
会
が
、
２

月
25
日
〜
３
月
18
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
板
川
市
長
は
新
年
度
の

市
政
運
営
や
主
な
事
業
に
つ
い
て
施
政
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
（
可

決
さ
れ
た
議
案
は
３
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
。
今
号
で
は
、
施
政

方
針
と
新
年
度
の
予
算
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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施
策
の
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

よ
り
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
を

心
が
け
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
挙
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

本
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
第
３
次

総
合
振
興
計
画
の
適
正
な
進
行
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
情

勢
や
市
民
意
識
の
変
化
に
適
応
し
た

新
た
な
「
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
」
と
し
て
、

平
成
18
年
度
を
初
年
度
と
す
る
「
第

３
次
総
合
振
興
計
画
・
後
期
基
本
計

画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
図
る
た
め
、
第
３
次

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
い
た
行
政
事

務
の
確
立
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
度
、
評
価
対
象
事
業
を
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
新
規
事
務
事
業
評
価

を
試
行
し
た
行
政
評
価
制
度
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
な
る
評
価
対
象
事
業
の

拡
大
と
施
策
評
価
お
よ
び
外
部
評
価

の
試
行
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
17
年
度
を
目
標
年
次

と
す
る
情
報
化
推
進
計
画
の
実
現
に

向
け
、
今
年
度
は
、
県
内
市
町
村
で

進
め
て
い
る
自
宅
等
の
パ
ソ
コ
ン
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

届
出
や
申
請
を
行
え
る
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
の
共
同
開
発
に
参
加
す
る
と

と
も
に
、
契
約
事
務
の
一
層
の
競
争

性
・
透
明
性
・
効
率
性
の
向
上
を
は

か
る
た
め
、
埼
玉
県
お
よ
び
県
内
市

町
で
共
同
開
発
し
た
電
子
入
札
シ
ス

テ
ム
の
一
部
を
導
入
し
て
ま
い
り
ま

す
。斎

場
建
設
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、

本
体
工
事
に
着
手
し
、
平
成
17
年
８

月
の
供
用
開
始
を
目
指
し
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
広
域
行

政
に
つ
い
て
は
、
本
市
を
含
む
近
隣

５
市
１
町
で
構
成
す
る
「
埼
玉
県
東

南
部
都
市
連
絡
調
整
会
議
」
に
お
い

て
、
公
共
施
設
や
生
涯
学
習
講
座
の

案
内
お
よ
び
空
き
状
況
の
照
会
、
さ

ら
に
、
予
約
の
申
し
込
み
を
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
等
か
ら
24
時
間
、
３

６
５
日
行
え
る
「
埼
玉
県
東
南
部
地

域
公
共
施
設
・
生
涯
学
習
講
座
予
約

案
内
シ
ス
テ
ム
」
の
稼
動
を
目
指
し

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
方
分
権
社
会
が
到
来
し
、
地
方

自
治
体
の
自
己
決
定
・
自
己
責
任
に

よ
る
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
分
権
は
国
か
ら
地
方
に

対
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

私
た
ち
が
能
動
的
に
手
に
入
れ
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
が

決
定
し
、
そ
の
結
果
に
対
し
て
責
任

を
負
う
と
い
う
自
治
体
内
の
分
権
が

今
ま
さ
に
必
要
で
あ
り
、
そ
の
環
境

づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

今
後
も
、
31
万
市
民
の
だ
れ
も
が

「
越
谷
に
暮
ら
し
て
よ
か
っ
た
」
と
実

感
で
き
る
ま
ち
、
そ
し
て
第
３
次
総

合
振
興
計
画
に
掲
げ
た
「
水
と
緑
と

太
陽
に
恵
ま
れ
た
　
ふ
れ
あ
い
豊
か

な
自
立
都
市
」
の
実
現
に
向
け
、
市

民
と
の
協
働
を
基
本
理
念
と
し
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
議

員
の
皆
さ
ま
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

ふ
れ
あ
い
豊
か
な
自
立
都
市
を
目
指
し
て
 

平
成
平
成
16
年
度
予
算
の
概
要

年
度
予
算
の
概
要
 

平
成
16
年
度
予
算
の
概
要

各
地
区
へ
の
補
助
金
等
を
整
理
・

統
合
し
た
（
仮
称
）
地
区
ま
ち
づ
く

り
助
成
金
を
交
付
し
、
市
民
主
導
に

よ
る
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
社
会
の
連
帯

意
識
の
高
揚
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推

進
、
併
せ
て
地
域
防
災
体
制
の
強
化
、

自
治
会
等
の
活
動
や
集
会
施
設
の
整

備
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

〈
主
な
施
策
の
事
業
費
〉

▽
（
仮
称
）
地
区
ま
ち
づ
く
り
助
成

金
４
０
３
０
万
円
●
▽
自
治
会
振
興

交
付
金
７
６
０
０
万
円
●
▽
集
会
施

設
整
備
事
業
費
補
助
金
３
８
０
０
万

円
●
▽
自
主
防
災
組
織
育
成
費
補
助

金
１
１
０
０
万
円

本
格
的
な
高
齢
社
会
に
向
け
、
ふ

れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
や
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
障
害
の
あ
る
方
の
外
出
支
援
の

充
実
を
図
る
た
め
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
と
の
選
択
制
に
よ
る
自
動
車
燃
料

助
成
券
の
給
付
を
行
い
ま
す
。

児
童
手
当
に
つ
い
て
は
、
対
象
年

齢
が
小
学
３
年
生
修
了
ま
で
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
法
改
正
に
伴
う
対
応
を

図
り
ま
す
。
児
童
が
放
課
後
も
安
心

し
て
過
ご
せ
る
よ
う
新
方
小
・
大
相

模
小
・
荻
島
小
に
余
裕
教
室
等
を
利

用
し
て
学
童
保
育
室
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
健
康
づ
く
り
行
動
計
画
軛い

き
い
き
越
谷
21
軋
に
基
づ
き
、
市
民

と
一
体
と
な
っ
た
積
極
的
な
健
康
づ

く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
健
康

診
査
や
健
康
教
育
、
相
談
事
業
な
ど

を
効
果
的
に
実
施
し
ま
す
。

〈
主
な
施
策
の
事
業
費
〉

▽
身
体
障
害
者
施
設
訓
練
等
支
援
費

１
億
６
３
０
０
万
円
●
▽
知
的
障
害

者
施
設
訓
練
等
支
援
費
７
億
２
０
０

０
万
円
●
▽
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
自
動

車
燃
料
券
給
付
費
４
０
０
０
万
円
●

▽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
委
託
料

２
億
５
１
０
０
万
円
●
▽
老
人
医
療

給
付
費
１
億
６
０
０
０
万
円
●
▽
乳

幼
児
医
療
給
付
費
５
億
円
●
▽
児
童

手
当
給
付
費
13
億
１
０
０
０
万
円
●

▽
児
童
扶
養
手
当
給
付
費
７
億
２
０

０
０
万
円
●
▽
学
童
保
育
室
建
設
工

事
費
５
５
０
０
万
円
●
▽
基
本
健
康

診
査
委
託
料
１
億
８
０
０
０
万
円

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
歩
道
整
備
や
南
越
谷
駅
南
口

駅
前
広
場
の
改
修
を
行
う
と
と
も
に
、

市
道
整
備
、（
仮
称
）
元
荒
川
新
橋
新

設
、
大
袋
駅
西
口
線
を
は
じ
め
と
す

る
街
路
事
業
な
ど
市
民
の
日
常
生
活

を
支
え
る
都
市
基
盤
の
整
備
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
新
駅

設
置
を
は
じ
め
と
す
る
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
事
業
や
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進

ち
ょ
く
を
図
り
ま
す
。

多
様
な
機
能
を
有
す
る
公
園
・
緑

地
で
は
、
区
画
整
理
地
内
へ
の
公
園

整
備
や
、（
仮
称
）
増
林
公
園
の
設
計

に
取
り
組
み
、
潤
い
あ
る
空
間
の
形

成
を
図
り
ま
す
。

治
水
対
策
と
し
て
は
、
平
方
中
で

の
流
域
貯
留
浸
透
事
業
や
新
川
都
市

下
水
路
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

〈
主
な
施
策
の
事
業
費
〉

▽
道
路
改
良
等
工
事
費
４
億
６
２
０

０
万
円
●
▽
南
越
谷
駅
南
口
駅
前
広

場
整
備
事
業
費
２
億
６
２
０
０
万
円

●
▽
（
仮
称
）
元
荒
川
新
橋
新
設
工

環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
「
地
球

環
境
に
や
さ
し
い
越
谷
市
率
先
実
行

計
画
」
等
の
適
正
な
進
行
を
図
り
、

事
費
２
億
９
０
０
０
万
円
●
▽
大
袋

駅
西
口
線
整
備
事
業
費
８
億
２
３
０

９
万
円
●
▽
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
新
駅
設

置
事
業
費
負
担
金
２
億
４
１
５
０
万

円
●
▽
土
地
区
画
整
理
会
計
繰
出
金

21
億
１
８
０
０
万
円
●
▽
（
仮
称
）

増
林
公
園
設
計
委
託
料
２
０
０
０
万

円
●
▽
流
域
貯
留
浸
透
事
業
費
３
７

０
０
万
円
●
▽
新
川
都
市
下
水
路
整

備
事
業
費
１
億
１
１
７
０
万
円

土木費 

4万5,200円 

民生費 

5万6,286円 

教育費 

2万5,788円 

公債費 

4万8,401円 

衛生費 

1万9,658円 

消防費 

9,242円 

その他 

9,567円 

特別会計・企業会計の内訳 

市民１人当たりの予算額 

国 民 健 康 保 険  
老 人 保 健  
介 護 保 険  
交 通 災 害 共 済 事 業 費  
間久里土地区画整理事業費  
東越谷土地区画整理事業費  
越谷駅西口土地区画整理事業費 
七左第一土地区画整理事業費 
西大袋土地区画整理事業費  
公 共 下 水 道 事 業 費  
公 共 用 地 先 行 取 得 事 業 費  

特別会計　計 
企業会計 
病 院 事 業  

230億5000万円 
130億0000万円 
60億2000万円 

7300万円 
1600万円 

17億5000万円 
1 億0600万円 
11億1500万円 
25億0000万円 
91億1300万円 
3 億1920万円 
570億6220万円

　　 
101億0035万円 

7.5 
△7.8 
6.4 
0.0 

△71.4 
0.5 

△29.3 
△20.1 
23.1 
2.5 

△76.8 
0.3 
 

△1.1

特別会計 　　　　増減率（％） 

市立病院事業会計 
収益的収入および支出 
医 業 収 益  
医 業 外 収 益  
特 別 利 益  
合 計  

医 業 費 用  
医 業 外 費 用  
特 別 損 失  
合 計  

 
固定資産売却代金 
投 資 返 還 金  
合 計  

建 設 改 良 費  
企 業 債 償 還 金  
投 資  
合 計  

86億7500万円 
5 億2900万円 

100万円 
92億0500万円 

89億2540万円 
2 億2910万円 
5050万円 

92億0500万円 

10万円 
1 万円 
11万円 

6 億1000万円 
2 億8517万円 

18万円 
8 億9535万円 

病　　院  
事業収益  

病　　院  
事業費用  

資 本 的  
収 　 入  

資 本 的  
支  出 

資本的収入および支出 

＊不足分は補てん財源から補てんします 

（一般会計） 

市民１人当たりの予算額　　　242,083円 
市民１人当たりの市税負担額　124,114円 

＊それぞれの額は、平成16年３月１日現在の人口で割ったものです 

対前年度 

総務費 

2万7,941円 

地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
資
源
循
環
型
社
会
の

形
成
に
向
け
ご
み
の
減
量
を
進
め
る

と
と
も
に
、
分
別
と
資
源
化
の
徹
底

を
図
る
た
め
、
分
別
収
集
計
画
を
策

定
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
19
年
度

の
開
設
を
目
指
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
の
更
新
整
備
を
行
い
ま
す
。

防
災
対
策
で
は
、
食
糧
・
生
活
必

需
品
・
防
災
用
資
器
材
の
備
蓄
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
を
２
台
購
入
し
ま
す
。

〈
主
な
施
策
の
事
業
費
〉

▽
分
別
収
集
計
画
策
定
委
託
料
４
０

０
万
円
●
▽
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
建

設
工
事
費
５
億
９
０
０
０
万
円
●
▽

備
蓄
資
器
材
購
入
費
１
３
０
０
万
円

●
▽
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
費
２

８
０
０
万
円

厳
し
い
雇
用
環
境
の
中
、
緊
急
雇

用
創
出
事
業
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
等
を
開
催
し
、
雇
用
の
創
出
と
就

職
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
商
店

会
が
実
施
す
る
販
売
促
進
事
業
や
空

き
店
舗
を
活
用
し
た
事
業
に
助
成
す

る
と
と
も
に
、
商
工
会
の
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構

想
（
商
業
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

構
想
）
の
推
進
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

市
内
の
事
業
者
に
は
、
各
種
融
資
や

利
子
助
成
を
行
い
ま
す
。

農
業
で
は
、
農
道
や
か
ん
が
い
排

水
整
備
な
ど
引
き
続
き
基
盤
整
備
を

進
め
ま
す
。

〈
主
な
施
策
の
事
業
費
〉

▽
緊
急
雇
用
創
出
事
業
費
１
億
０
８

６
０
万
円
●
▽
商
店
街
活
性
化
推
進

事
業
費
補
助
金
２
２
０
０
万
円
●
▽

空
き
店
舗
活
用
事
業
費
補
助
金
３
０

０
万
円
●
▽
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
推
進
事
業

費
補
助
金
３
５
８
万
円
●
▽
各
種
利

子
補
給
金
１
２
１
５
万
円
●
▽
各
種

資
金
融
資
預
託
金
２
億
７
１
０
０
万

円
●
▽
農
道
整
備
工
事
費
１
０
０
０

万
円
●
▽
か
ん
が
い
排
水
整
備
工
事

費
１
億
２
０
０
０
万
円
●
▽
地
盤
沈

下
対
策
事
業
末
田
地
区
負
担
金
１
億

６
４
６
０
万
円

限
り
な
い
ご
助
言
と
ご
指
導
、
そ
し

て
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
第
３
次
総
合
振
興
計
画
の
大
綱
の

主
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
左
記
の

「
平
成
16
年
度
予
算
の
概
要
」
に

掲
載
し
て
い
ま
す

＊
施
政
方
針
の
全
文
は
、
市
役
所
本

庁
舎
１
階
の
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー

で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す

互
い
に
認
め
あ
い

互
い
に
認
め
あ
い 

身
近
に
豊
か
さ
を

身
近
に
豊
か
さ
を 

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り 

互
い
に
認
め
あ
い 

身
近
に
豊
か
さ
を 

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り 

だ
れ
も
が
健
康
で 

生
き
が
い
を
も
っ
て 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

ま
ち
づ
く
り 

人
に
や
さ
し
く
自
然
と 

調
和
し
た
秩
序
あ
る 

美
し
い
ま
ち
づ
く
り 

快
適
な
生
活
環
境
に 

つ
つ
ま
れ
た
安
全
な 

ま
ち
づ
く
り 

い
き
い
き
と
働
け
る 

魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る 

ま
ち
づ
く
り 

個
性
的
で
多
様
に 

学
べ
る
心
豊
か
な 

ま
ち
づ
く
り 

互
い
に
認
め
あ
い 

身
近
に
豊
か
さ
を 

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り 

だ
れ
も
が
健
康
で

だ
れ
も
が
健
康
で 

生
き
が
い
を
も
っ
て

生
き
が
い
を
も
っ
て 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り 

だ
れ
も
が
健
康
で 

生
き
が
い
を
も
っ
て 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

ま
ち
づ
く
り 

人
に
や
さ
し
く
自
然
と 

調
和
し
た
秩
序
あ
る 

美
し
い
ま
ち
づ
く
り 

快
適
な
生
活
環
境
に 

つ
つ
ま
れ
た
安
全
な 

ま
ち
づ
く
り 

い
き
い
き
と
働
け
る 

魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る 

ま
ち
づ
く
り 

個
性
的
で
多
様
に 

学
べ
る
心
豊
か
な 

ま
ち
づ
く
り 

互
い
に
認
め
あ
い 

身
近
に
豊
か
さ
を 

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り 

だ
れ
も
が
健
康
で 

生
き
が
い
を
も
っ
て 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

ま
ち
づ
く
り 

人
に
や
さ
し
く
自
然
と

人
に
や
さ
し
く
自
然
と 

調
和
し
た
秩
序
あ
る

調
和
し
た
秩
序
あ
る 

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

美
し
い
ま
ち
づ
く
り 

人
に
や
さ
し
く
自
然
と 

調
和
し
た
秩
序
あ
る 

美
し
い
ま
ち
づ
く
り 

快
適
な
生
活
環
境
に 

つ
つ
ま
れ
た
安
全
な 

ま
ち
づ
く
り 

い
き
い
き
と
働
け
る 

魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る 

ま
ち
づ
く
り 

個
性
的
で
多
様
に 

学
べ
る
心
豊
か
な 

ま
ち
づ
く
り 

互
い
に
認
め
あ
い 

身
近
に
豊
か
さ
を 

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り 

だ
れ
も
が
健
康
で 

生
き
が
い
を
も
っ
て 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

ま
ち
づ
く
り 

人
に
や
さ
し
く
自
然
と 

調
和
し
た
秩
序
あ
る 

美
し
い
ま
ち
づ
く
り 

快
適
な
生
活
環
境
に

快
適
な
生
活
環
境
に 

つ
つ
ま
れ
た
安
全
な

つ
つ
ま
れ
た
安
全
な 

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り 

快
適
な
生
活
環
境
に 

つ
つ
ま
れ
た
安
全
な 

ま
ち
づ
く
り 

い
き
い
き
と
働
け
る 

魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る 

ま
ち
づ
く
り 

個
性
的
で
多
様
に 

学
べ
る
心
豊
か
な 

ま
ち
づ
く
り 

互
い
に
認
め
あ
い 

身
近
に
豊
か
さ
を 

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り 

だ
れ
も
が
健
康
で 

生
き
が
い
を
も
っ
て 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

ま
ち
づ
く
り 

人
に
や
さ
し
く
自
然
と 

調
和
し
た
秩
序
あ
る 

美
し
い
ま
ち
づ
く
り 

快
適
な
生
活
環
境
に 

つ
つ
ま
れ
た
安
全
な 

ま
ち
づ
く
り 

い
き
い
き
と
働
け
る

い
き
い
き
と
働
け
る 

魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る

魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る 

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り 

い
き
い
き
と
働
け
る 

魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る 

ま
ち
づ
く
り 

個
性
的
で
多
様
に 

学
べ
る
心
豊
か
な 

ま
ち
づ
く
り 

施
政
方
針
か
ら

施
政
方
針
か
ら
 

施
政
方
針
か
ら
 
（
1
面
か
ら
続
き
）



３ 広報こしがやお知らせ版　平成16年（2004年）４月号

掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です I…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せ

３
月
定
例
市
議
会
が
２
月
25
日

か
ら
市
役
所
議
場
で
開
か
れ
、
16

年
度
一
般
会
計
予
算
や
、
15
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
市
長
提

出
の
35
議
案
と
議
員
提
出
の
２
議

案
（
▼
印
）
が
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
、
３
月
18
日
に
閉
会
し
ま
し

た
。人

権
擁
護
委
員
の
安
井
利
雄
氏

の
任
期
満
了
に
伴
う
後
任
委
員
に
、

再
び
安
井
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▽
越
谷
コ
ミ
ユ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー

条
例
及
び
越
谷
市
市
民
会
館
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て
●
▽
越
谷

市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
●
▽
公
益
法
人
等
へ
の

越
谷
市
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る

条
例
及
び
越
谷
市
現
業
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
●
▽
議
会
の
議
員
そ
の

他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
●
▽

越
谷
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

▽
越
谷
市
男
女
共
同
参
画
推
進
審

議
会
設
置
条
例
制
定
に
つ
い
て
●

▽
越
谷
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
●

▽
越
谷
市
中
小
企
業
資
金
融
資
及

平
成
19
年
度
の
開
校
に
向
け
て
、

（
仮
称
）
第
二
東
越
谷
小
の
設
計
を
行

う
と
と
も
に
、
北
越
谷
小
屋
体
改
修

や
光
陽
中
校
舎
耐
震
補
強
工
事
の
ほ

か
、
耐
震
診
断
事
業
を
小
学
校
２

校
・
中
学
校
２
校
で
進
め
ま
す
。
ま

た
、
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
や
高

校
・
大
学
等
へ
の
入
学
準
備
金
の
貸

付
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

公
民
館
の
建
て
替
え
事
業
と
し
て
、

荻
島
公
民
館
を
前
年
度
の
設
計
に
引

き
続
き
、
今
年
度
は
建
設
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

〈
主
な
施
策
の
事
業
費
〉

▽
（
仮
称
）
第
二
東
越
谷
小
設
計
委

託
料
４
３
０
０
万
円
●
▽
北
越
谷
小

屋
体
改
修
工
事
費
９
１
０
０
万
円
●

▽
光
陽
中
校
舎
改
修
工
事
費
８
０
０

０
万
円
●
▽
耐
震
診
断
委
託
料
２
１

４
０
万
円
●
▽
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助
金
４
億
２
０
０
０
万
円
●
▽
入

学
準
備
金
６
０
０
０
万
円
●
▽
荻
島

公
民
館
建
設
工
事
費
１
億
５
０
０
０

万
円16

年
８
月
運
用
開
始
予
定
の
「
埼

玉
県
東
南
部
地
域
公
共
施
設
・
生
涯

学
習
講
座
予
約
案
内
シ
ス
テ
ム
」
は
、

越
谷
市
を
含
む
県
東
南
部
地
域
（
５

市
１
町
）
の
公
共
施
設
、
生
涯
学
習

講
座
の
予
約
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

か
ら
24
時
間
可
能
に
な
り
、
地
域
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

〈
主
な
施
策
の
事
業
費
〉

▽
県
東
南
部
都
市
連
絡
調
整
会
議
負

担
金
１
８
９
０
万
円

問合せ

財
政
課

蕁
９
６
３
＝
９
１
１
５

一
般
会
計
予
算
は

７
６
６
億
円

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る

第
３
次
総
合
振
興
計
画
の
推
進
の
基

本
と
な
る
平
成
16
年
度
予
算
は
、
一

般
会
計
で
対
前
年
度
比
９
・
０
謾
増

の
７
６
６
億
円
、
11
の
特
別
会
計
と

病
院
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計

の
総
額
は
対
前
年
度
比
４
・
６
謾
増

の
１
４
３
７
億
６
２
５
５
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
一
般
会
計
で
は
過

去
に
発
行
し
た
減
税
補
て
ん
債
の
借

換
分
71
億
円
を
除
く
と
、
実
質
的
に

は
対
前
年
度
比
１
・
１
謾
減
の
６
９

５
億
円
と
な
り
ま
す
。

歳
入
で
は
、
市
税
が
恒
久
的
減
税

や
個
人
所
得
の
落
ち
込
み
な
ど
に
よ

【
歳
入
】
市
税
は

対
前
年
度
比
０
・
５
謾
減

り
、
市
民
税
が
対
前
年
度
比
２
・
９

謾
減
、
固
定
資
産
税
は
戸
建
住
宅
が

堅
調
な
こ
と
に
よ
り
１
・
９
謾
増
で
、

市
税
全
体
で
は
０
・
５
謾
減
の
３
９

２
億
７
２
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

て
、
構
成
比
は
歳
入
の
51
・
３
謾
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
債
は
、
恒
久
的

減
税
に
伴
う
減
税
補
て
ん
債
５
億
５

０
０
０
万
円
、
地
方
交
付
税
の
振
替

分
の
臨
時
財
政
対
策
債
36
億
円
、
さ

ら
に
平
成
７
年
度
お
よ
び
８
年
度
に

借
り
入
れ
た
減
税
補
て
ん
債
の
借
換

債
71
億
円
を
含
め
全
体
で
63
・
６
謾

増
の
１
３
５
億
４
８
４
０
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】
民
生
費
は

対
前
年
度
比
７
・
７
謾
増

歳
出
で
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展

に
よ
り
福
祉
関
係
経
費
の
民
生
費
が

対
前
年
度
比
７
・
７
謾
増
の
１
７
８

億
１
０
０
７
万
円
、
構
成
比
で
23
・

２
謾
と
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
公
債
費
が
減
税
補

て
ん
債
の
借
り
換
え
で
71
億
円
を
償

還
す
る
こ
と
か
ら
69
億
１
０
４
７
万

円
の
増
加
で
額
で
は
最
も
増
え
て
い

て
、
率
で
は
産
業
雇
用
支
援
施
設
を

整
備
す
る
労
働
費
の
４
９
２
・
７
謾

が
最
も
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
越
谷
広
域
斎
場
用
地
の
取
得

が
終
了
し
た
衛
生
費
が
、
率
・
額
と

も
最
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
老

人
保
健
法
の
改
正
な
ど
に
伴
う
被
保

険
者
の
増
加
や
、
年
々
増
加
す
る
医

療
給
付
費
の
伸
び
な
ど
に
よ
り
、
対

前
年
度
比
７
・
５
謾
増
の
２
３
０
億

５
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
は
７
・
５
謾
増

一般会計の内訳 

一般会計の内訳 1万円未満は適宜四捨五入、 
％は構成比、カッコ内は対前年度比 

歳　入 

歳出（性質別内訳） 

歳　出

消防費 
29億2445万円 
3.8％（△0.3％） 

国庫支出金 
57億1328万円 
7.5％（18.2％） 

県支出金 
22億4273万円 
2.9％（0.2％） 

諸収入 
22億5298万円 
2.9％（4.2％） 

地方消費税交付金 
20億円 
2.6％（0.0％） 

その他 
58億7061万円 
7.6％（6.4％） 

土木費 
143億0233万円 
18.7％（△1.4％） 

その他（農林水産費、労働費など） 
30億2704万円 
4.0％（17.9％） 

市税 
392億7200万円 
51.3％（△0.5％） 

市債 
135億4840万円 
17.7％（63.6％） 

地方交付税 
57億円 
7.5％（△1.7％） 

民生費 
178億1007万円 
23.2％（7.7％） 

公債費 
153億1497万円 
20.0％（82.2％） 

総務費 
88億4105万円 
11.5％（6.1％） 

教育費 
81億5987万円 
10.7％（△12.3％） 

衛生費 
62億2022万円 
8.1％（△19.3％） 

人件費 
181億9106万円 
23.8％（△0.9％） 

公債費 
153億1486万円 
20.0％（82.2％） 

物件費 
110億2160万円 
14.4％（△0.8％） 繰出金 

102億9067万円 
13.4％（△3.8％） 

扶助費 
78億9211万円 
10.3％（9.7％） 

普通建設事業費 
78億2172万円 
10.2％（0.6％） 

その他 
60億6798万円 
7.9％（△10.3％） 

（ （ 

び
利
子
助
成
等
に
関
す
る
条
例
に

よ
る
利
子
助
成
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て
●
▽
財
産
の
取
得
に

つ
い
て
（
普
通
財
産
）
●
▽
越
谷

市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て
●
▽
議
決

事
項
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
（
七

左
第
一
調
整
池
整
備
工
事
（
第
２

号
調
整
池
）
請
負
契
約
の
締
結
）

●
▽
越
谷
市
立
小
中
学
校
結
核
対

策
検
討
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
●
▽

平
成
15
年
度
越
谷
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て
●

▽
平
成
15
年
度
越
谷
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て
●
▽
平
成
15
年
度

越
谷
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て
●
▽

平
成
15
年
度
越
谷
都
市
計
画
事
業

東
越
谷
土
地
区
画
整
理
事
業
費
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

つ
い
て
●
▽
平
成
15
年
度
越
谷
都

市
計
画
事
業
越
谷
駅
西
口
土
地
区

画
整
理
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て
●
▽
平

成
15
年
度
越
谷
都
市
計
画
事
業
七

左
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
費
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

つ
い
て
●
▽
平
成
15
年
度
越
谷
都

市
計
画
事
業
西
大
袋
土
地
区
画
整

理
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て
●
▽
平
成
15

年
度
越
谷
市
公
共
下
水
道
事
業
費

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

に
つ
い
て
●
▽
平
成
15
年
度
越
谷

市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
に
つ
い
て
●
▽
平
成
16
年

度
越
谷
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
●
▽
平
成
16
年
度
越
谷
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て
●
▽
平
成
16
年
度
越
谷
市
老
人

保
健
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
●

▽
平
成
16
年
度
越
谷
市
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
●
▽
平

成
16
年
度
越
谷
市
交
通
災
害
共
済

事
業
費
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

●
▽
平
成
16
年
度
越
谷
都
市
計
画

事
業
間
久
里
土
地
区
画
整
理
事
業

費
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
●
▽

平
成
16
年
度
越
谷
都
市
計
画
事
業

東
越
谷
土
地
区
画
整
理
事
業
費
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
●
▽
平
成

16
年
度
越
谷
都
市
計
画
事
業
越
谷

駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
費
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
●
▽
平
成

16
年
度
越
谷
都
市
計
画
事
業
七
左

第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
費
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て
●
▽
平
成
16

年
度
越
谷
都
市
計
画
事
業
西
大
袋

土
地
区
画
整
理
事
業
費
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
●
▽
平
成
16
年
度

越
谷
市
公
共
下
水
道
事
業
費
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て
●
▽
平
成
16

年
度
越
谷
市
公
共
用
地
先
行
取
得

事
業
費
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

●
▽
平
成
16
年
度
越
谷
市
病
院
事

業
会
計
予
算
に
つ
い
て
●
▼
越
谷

市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
●
▼

海
外
行
政
調
査
に
係
わ
る
埼
玉
県

議
会
議
員
に
出
処
進
退
を
含
む
自

戒
反
省
を
求
め
、
埼
玉
県
議
会
に

信
頼
回
復
に
努
め
る
よ
う
求
め
る

決
議
に
つ
い
て

〈
問
合
せ
〉

庶
務
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
３
０

議
会
事
務
局
蕁
９
６
３
＝
９
２
６

１

互
い
に
認
め
合
い 

身
近
に
豊
か
さ
を 

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り 

だ
れ
も
が
健
康
で 

生
き
が
い
を
も
っ
て 

安
心
し
て 

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

人
に
や
さ
し
く
自
然
と 

調
和
し
た
秩
序
あ
る 

美
し
い
ま
ち
づ
く
り 

快
適
な
生
活
環
境
に 

つ
つ
ま
れ
た
安
全
な 

ま
ち
づ
く
り 

そ

の

他

 

い
き
い
き
と
働
け
る 

魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る 

ま
ち
づ
く
り 

個
性
的
で
多
様
に

個
性
的
で
多
様
に 

学
べ
る
心
豊
か
な

学
べ
る
心
豊
か
な 

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り 

個
性
的
で
多
様
に 

学
べ
る
心
豊
か
な 

ま
ち
づ
く
り 

人
権
擁
護
委
員

安
井
利
雄
氏
の

推
薦
に
同
意

〈
そ
の
他
可
決
さ
れ
た
議
案
〉 3

月
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
 

3
月
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た

月
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
 

3
月
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
 

37
議
案
を
可
決
 

37
議
案
を
可
決

議
案
を
可
決
 

37
議
案
を
可
決
 

互
い
に
認
め
合
い 

身
近
に
豊
か
さ
を 

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り 

だ
れ
も
が
健
康
で 

生
き
が
い
を
も
っ
て 

安
心
し
て 

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

人
に
や
さ
し
く
自
然
と 

調
和
し
た
秩
序
あ
る 

美
し
い
ま
ち
づ
く
り 

快
適
な
生
活
環
境
に 

つ
つ
ま
れ
た
安
全
な 

ま
ち
づ
く
り 

そ

の

他

そ

の

他

 

そ

の

他

 

い
き
い
き
と
働
け
る 

魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る 

ま
ち
づ
く
り 

個
性
的
で
多
様
に 

学
べ
る
心
豊
か
な 

ま
ち
づ
く
り 
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I…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せ　掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です

お 

ら 
せ 

知 

越谷市役
所 

蕷343-8501
 越ヶ谷4-2-

1

代表電話蕁
964-2111

利
用
利
用
す
る
す
る 

利
用
す
る 

乕
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
と
自
動
車

燃
料
費
助
成
券
が
選
択
制
実
施
に

な
り
ま
す

G
４
月
１
日
貅
か
ら
、
福
祉
タ
ク
シ

ー
利
用
券
ま
た
は
自
動
車
燃
料
費
助

成
券
を
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。
福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
は
月
３
枚
（
年

間
36
枚
ま
で
）、
自
動
車
燃
料
費
助
成

平
成
１５
年
度
税
に
関
す
る

中
学
生
の
標
語
入
選
作
（
越
谷
市
長
賞
）

平
成
１５
年
度
税
に
関
す
る

中
学
生
の
標
語
入
選
作
（
越
谷
市
長
賞
）

平
成
１５
年
度
税
に
関
す
る

中
学
生
の
標
語
入
選
作
（
越
谷
市
長
賞
）

平
成
１５
年
度
税
に
関
す
る

中
学
生
の
標
語
入
選
作
（
越
谷
市
長
賞
）

平
成
１５
年
度
税
に
関
す
る

中
学
生
の
標
語
入
選
作
（
越
谷
市
長
賞
）

平
成
１５
年
度
税
に
関
す
る

中
学
生
の
標
語
入
選
作
（
越
谷
市
長
賞
）

平
成
１５
年
度
税
に
関
す
る

中
学
生
の
標
語
入
選
作
（
越
谷
市
長
賞
）

平
成
１５
年
度
税
に
関
す
る

中
学
生
の
標
語
入
選
作
（
越
谷
市
長
賞
）

平
成
１５
年
度
税
に
関
す
る

中
学
生
の
標
語
入
選
作
（
越
谷
市
長
賞
）

平
成
１５
年
度
税
に
関
す
る

中
学
生
の
標
語
入
選
作
（
越
谷
市
長
賞
）

平
成
１５
年
度
税
に
関
す
る

中
学
生
の
標
語
入
選
作
（
越
谷
市
長
賞
）

平
成
１５
年
度
税
に
関
す
る

中
学
生
の
標
語
入
選
作
（
越
谷
市
長
賞
）

平
成
１５
年
度
税
に
関
す
る

中
学
生
の
標
語
入
選
作
（
越
谷
市
長
賞
）

平
成
１５
年
度
税
に
関
す
る

中
学
生
の
標
語
入
選
作
（
越
谷
市
長
賞
）

平
成
１５
年
度
税
に
関
す
る

中
学
生
の
標
語
入
選
作
（
越
谷
市
長
賞
）

平
成
１５
年
度
税
に
関
す
る

中
学
生
の
標
語
入
選
作
（
越
谷
市
長
賞
）

平
成
１５
年
度
税
に
関
す
る

中
学
生
の
標
語
入
選
作
（
越
谷
市
長
賞
）

A
４
月
４
日
豸
、
18
日
豸
、
５
月

２
日
豸
。
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
D
納
税
課
、
国
民
健
康
保
険
課

（
い
ず
れ
も
本
庁
舎
１
階
）

B
納

税
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
４
２
、
国

民
健
康
保
険
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

４
３

収
分
…
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ

く
方
）、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保

険
税
　
E
納
税
課
、
国
民
健
康
保

険
課
、
北
部
・
南
部
出
張
所
、
市

税
取
扱
金
融
機
関
、
郵
便
局
　
B

納
税
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
４
１
、

国
民
健
康
保
険
課
蕁
９
６
３
＝
９

１
４
３

・
知
っ
て
み
よ
う
税
の
ゆ
く
す
え
使
い
道

・
税
金
で
ス
テ
キ
な
こ
の
街
支
え
よ
う

・
税
金
で
豊
か
で
住
み
よ
い
越
谷
市

・
税
金
は
明
る
い
未
来
を
築
く
素

・
い
い
町
を
み
ん
な
で
作
ろ
う
税
金
で

・
税
金
で
つ
く
ろ
う
未
来
明
る
い
町
を

・
役
立
て
よ
う
豊
か
な
明
日
へ
あ
な
た
の
税

・
あ
な
た
の
税
未
来
へ
つ
な
が
る
か
け
は
し
に

・
す
み
や
す
い
世
の
中
つ
く
る
あ
な
た
の
税

・
税
金
で
素
敵
な
未
来
を
築
こ
う
よ

・
税
金
は
住
み
よ
い
町
へ
の
第
一
歩

・
税
金
で
つ
く
る
い
い
町
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

・
税
金
は
豊
か
な
暮
ら
し
の
道
し
る
べ

・
税
金
で
よ
り
良
い
町
を
つ
く
ろ
う
よ

・
生
き
て
い
る
あ
な
た
と
私
の
税
金
が

市
の
組
織
組
織
と
事
務
室

事
務
室
の
配
置
配
置
を 

一
部
変
更

一
部
変
更
し
ま
し
た

し
ま
し
た 
市
の
組
織
組
織
と
事
務
室

事
務
室
の
配
置
配
置
を 

一
部
変
更

一
部
変
更
し
ま
し
た

し
ま
し
た 
市
の
組
織
と
事
務
室
の
配
置
を 

一
部
変
更
し
ま
し
た 

組
織
の
簡
素
化
と
効
率
的
な
執
行

体
制
を
図
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら

市
の
組
織
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
本
庁
舎
２
階
と
第
二
庁
舎

４
階
事
務
室
の
配
置
も
一
部
変
更
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
組
織
の
一
部
改
正
】

●
企
画
部
の
企
画
課
に
政
策
推
進
担

当
を
新
設
し
、
経
営
と
い
う
視
点
に

立
っ
た
行
政
運
営
を
進
め
ま
す
。

●
市
民
部
の
自
治
振
興
課
を
、
地
区

セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
伴
い
地
域
活
動

推
進
課
に
改
め
ま
す
。

●
企
画
部
の
企
画
課
・
市
民
活
動
支

援
担
当
を
廃
止
し
、
市
民
参
加
・
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
る

た
め
、
地
域
活
動
推
進
課
・
地
域
活

動
推
進
担
当
に
、
従
来
の
業
務
を
引

き
継
ぎ
ま
す
。

●
都
市
整
備
部
の
建
築
住
宅
課
・
建

築
審
査
担
当
を
建
築
担
当
に
改
め
ま

す
。
ま
た
、
建
築
住
宅
課
・
住
宅
担

当
に
老
人
居
室
整
備
資
金
融
資
、
浸

水
住
宅
改
良
資
金
融
資
、
勤
労
者
住

宅
資
金
貸
付
の
各
事
務
を
移
管
し
、

住
宅
資
金
融
資
関
係
の
事
務
を
一
元

化
し
ま
す
。

●
教
育
委
員
会
教
育
総
務
部
の
総
務

課
と
保
健
給
食
課
を
総
務
課
、
学
校

課
お
よ
び
給
食
課
に
再
編
し
、
学
校

経
営
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
係
等
の
名
称
は
次
の
と
お
り
で

す
（
※
は
施
設
で
す
）。

〈
総
務
課
〉

庶
務
係
・
管
財
担
当
・

学
校
運
営
計
画
担
当
・
科
学
技
術
体

験
セ
ン
タ
ー
（
※
）

〈
学
校
課
〉

教
職
員
係
・
学
事
担

当
・
保
健
担
当

〈
給
食
課
〉

管
理
係
・
給
食
係
・
第

１
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
※
）
・
第

２
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
※
）
・
第

３
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
※
）

●
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
の
社
会

教
育
課
と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
公

民
館
の
地
区
セ
ン
タ
ー
化
に
伴
い
、

生
涯
学
習
課
に
統
合
再
編
し
総
合
的

な
展
開
を
図
り
ま
す
。
係
等
の
名
称

は
次
の
と
お
り
で
す
（
※
印
は
施
設

で
す
）。

〈
生
涯
学
習
課
〉

生
涯
学
習
係
・
文

化
振
興
係
・
文
化
財
係
・
青
少
年
セ

ン
タ
ー
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
※
）
・
公
民
館
（
※
）
・
あ
だ
た
ら

高
原
少
年
自
然
の
家
（
※
）
・
日
本

文
化
伝
承
の
館
（
※
）

【
事
務
室
の
配
置
の
一
部
変
更
】

●
市
民
部
の
地
域
活
動
推
進
課
は
本

庁
舎
２
階
に
配
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

総
務
部
の
管
財
課
の
位
置
を
変
更
し

ま
し
た
。

●
教
育
総
務
部
の
学
校
課
、
給
食
課
、

券
は
月
１
枚
（
年
間
12
枚
ま
で
）
交

付
し
ま
す
　
F
市
内
在
住
の
方
で
次

の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
。

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級
（
３

級
は
下
肢
・
体
幹
の
み
）、
療
育
手
帳

狢
・
Ａ
・
Ｂ
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
　
E
手
帳
と
印
鑑
（
自

動
車
燃
料
費
助
成
券
を
選
択
の
方
は

運
転
免
許
証
と
車
検
証
。
登
録
で
き

る
車
は
本
人
ま
た
は
市
内
在
住
の
方

が
所
有
す
る
自
家
用
車
１
台
で
す
）

を
お
持
ち
の
う
え
左
記
へ

＊
申
請
書
を
提
出
し
た
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
が
対
象
期
間
で
す

B
障
害
福
祉
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
６

４乕
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
購
入
費

補
助
金

G
家
庭
の
生
ご
み
を
減
量
・
た
い
肥

化
す
る
生
ご
み
処
理
機
を
設
置
す
る

場
合
は
購
入
価
格
の
２
分
の
１
（
限

度
額
５
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
　
F

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。
①
市

内
に
住
所
の
あ
る
世
帯
主
の
方
、
②

機
器
を
設
置
し
適
正
に
管
理
で
き
る

方
、
③
機
器
の
使
用
状
況
を
報
告
で

き
る
方
、
④
過
去
に
機
器
の
設
置
を

受
け
た
方
が
同
一
世
帯
に
い
な
い
こ

と
　
E
補
助
金
交
付
申
請
書
（
環
境

資
源
課
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民

館
等
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
左
記
へ
　
B
環
境
資
源
課
蕁
９

６
３
＝
９
１
８
０

乕
公
開
用
情
報
提
供
端
末
（
情
報
キ

オ
ス
ク
）

４
月
１
日
貅
か
ら
、
各
施
設
の
開

館
時
間
帯
で
利
用
で
き
る
公
開
用
情

報
提
供
端
末
を
設
置
し
ま
し
た
。
簡

単
な
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
方
式
で
す
の
で
、

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

D
市
役
所
、
サ
ン
シ
テ
ィ
、
中
央
・
北

部
市
民
会
館
、
各
児
童
館
、
科
学
技
術

体
験
セ
ン
タ
ー
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

各
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
、
市
立

図
書
館
　
G
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

議
会
中
継
、
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
の
紹
介
■

B
事
務
管
理
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
１

６乕
「
越
谷
市
聴
覚
障
害
者
等
福
祉
カ

ー
ド
」
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

G
外
出
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
の
た
め
の
福
祉
カ
ー
ド
が
新
し

く
な
り
ま
し
た
。
越
谷
市
手
話
通
訳

者
派
遣
事
務
所
の
連
絡
先
も
記
載
さ

れ
、
携
帯
し
や
す
い
両
面
印
刷
の
定

期
券
サ
イ
ズ
で
す
　
F
市
内
在
住
の

聴
覚
障
害
者
の
方
等
　
E
写
真
（
３

詢
×
２
・
５
詢
）
１
枚
、
身
体
障
害
者

手
帳
、
現
行
の
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の

方
の
み
）
を
お
持
ち
の
う
え
左
記
へ

B
障
害
福
祉
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

６
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
６
５
＝
３
２
８
９

乕
地
区
セ
ン
タ
ー
福
祉
相
談

A
D
左
表
の
と
お
り
　
G
各
地
区
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
よ
る
福
祉

相
談
　
E
当
日
直
接
会
場
へ
　
B
社

会
福
祉
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
６
２

＊時間はいずれも１０：００～１５：００ 

地区 
センター ５月の日程 ６月以降 

第３金曜日 

第３火曜日 

第４火曜日 

第１火曜日 

第４水曜日 

第３火曜日 

５／２１貊 

５／１８貂 

５／２５貂 

５／１１貂 

５／２６貉 

５／１８貂 

桜　井 

新　方 

大　袋 

北越谷 

大　沢 

南越谷 

生
涯
学
習
部
の
生
涯
学
習
課
は
第
二

庁
舎
４
階
に
配
置
し
ま
し
た
。

B
事
務
管
理
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
１

６

《事務室配置図》 
市役所本庁舎2階 

市役所第二庁舎4階 

教
育
委
員
会 

室 教
育
長
室 

土
地
開
発
公
社 

指
導
課 

生
涯
学
習 

課 体
育
課 

総
務
課 

工
事
検
査
室 

給
食
課 

Ｗ
Ｃ 

学
校
課 

職
員
研
修
室 

人
事
課 

管
財
課 

Ｗ
Ｃ 

庶
務
課 

契
約
課 

助
役
室 

秘
書
課 

広
報
広
聴
課 

応
接
室 

助
役
室 

応
接
室 

市
長
室 

市
長
公
室 

Ｅ 

選
挙
管
理
委
員 

会
事
務
局 

地
域
活
動
推
進 

課 

Ｅ 

Ｖ 

Ｖ 

小
船
未
利
可
（
中
央
中
）

鈴
木
あ
ゆ
み
（
東
中
）

細
谷
香
代
子
（
西
中
）

風
間
　
沙
織
（
南
中
）

吉
川
　
雄
志
（
北
中
）

加
藤
　
剛
士
（
富
士
中
）

木
村
　
将
人
（
北
陽
中
）

森
　
　
沙
織
（
栄
進
中
）

関
根
　
正
平
（
光
陽
中
）

那
倉
　
弘
美
（
平
方
中
）

緑
川
　
龍
冶
（
武
蔵
野
中
）

野
村
　
弘
子
（
大
袋
中
）

森
田
　
成
美
（
新
栄
中
）

山
崎
　
秋
奈
（
大
相
模
中
）

老
沼
　
和
記
（
千
間
台
中
）

口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
る
と
、

納
期
最
終
日
に
金
融
機
関
に
お
持

ち
の
口
座
残
高
か
ら
自
動
的
に
振

替
納
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
期
の

た
び
に
納
税
に
出
向
く
手
間
が
省

け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

G
個
人
の
市
・
県
民
税
（
普
通
徴

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

市
税
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

市
税
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

市
税
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

市
税
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

市
税
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

市
税
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

市
税
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

市
税
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

市
税
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

市
税
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

市
税
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

市
税
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

市
税
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

市
税
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

市
税
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

市
税
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

市
税
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

す
で
に
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
る

平
成
15
年
度
以
前
の
市
税
の
納
付

が
お
済
み
で
な
い
方
は
早
急
に
お

納
め
く
だ
さ
い
。
納
付
書
の
再
発

行
や
納
税
の
ご
相
談
は
左
記
へ
■

B
納
税
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
４

１
・
９
１
４
２
、
国
民
健
康
保
険

課
蕁
９
６
３
＝
９
１
４
３

市
税
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か

市
税
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か

市
税
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か

市
税
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か

市
税
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か

市
税
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か

市
税
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か

市
税
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か

市
税
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か

市
税
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か

市
税
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か

市
税
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か

市
税
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か

市
税
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か

市
税
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か

市
税
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か

市
税
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か

〈
対
象
〉

昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

J
生
涯
学
習
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
８
３

平
成
16
年
度
越
谷
市
成
人
式
は

平
成
17
年
１
月
９
日
豸
に
開
催
し
ま
す
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乕
青
年
海
外
協
力
隊
春
募
集
「
体
験

談
＆
説
明
会
」

A
４
月
21
日
貉
、
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
●
D
中
央
市
民
会
館
●
F

20
歳
〜
39
歳
の
日
本
国
籍
の
方
●
E

当
日
直
接
会
場
へ
。
協
力
隊
、
日
系

社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
応
募
は
４

月
10
日
貍
〜
５
月
20
日
貅
に
左
記
へ

●
B
国
際
協
力
機
構
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
プ
ラ

ザ
蕁
０
１
２
０
＝
32
＝
５
９
３
１

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スw

w
w
.jic

a.go.jp

）

乕
外
国
人
の
モ
ニ
タ
ー
（
県
政
）

G
県
の
国
際
政
策
に
生
か
す
た
め
、

外
国
籍
県
民
の
方
か
ら
意
見
を
い
た

だ
き
ま
す
●
F
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方
。
①
20
歳
以
上
の
方
、
②
県

内
に
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方
、

③
在
留
資
格
が
あ
る
方
、
④
ひ
ら
が

な
の
読
み
書
き
が
で
き
る
方
、
⑤
日

本
語
で
自
分
の
考
え
を
話
す
こ
と
が

で
き
る
方
、
⑥
会
議
に
出
席
で
き
る

応
募
応
募
す
る
す
る 

応
募
す
る 

方
●
E
４
月
30
日
貊
ま
で
に
左
記
へ

●
B
埼
玉
県
国
際
課
蕁
０
４
８
＝
８

３
０
＝
２
７
１
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４

８
＝
８
３
１
＝
０
２
８
９

乕
２
０
０
４
年
越
谷
市
青
少
年
姉
妹

都
市
派
遣
事
業
「
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市

へ
の
派
遣
生
」

A
７
月
28
日
貉
〜
８
月
11
日
貉
。
15

日
間
●
G
一
般
家
庭
で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
、
地
元
青
少
年
と
の
交
流
、
学

校
や
公
共
施
設
の
訪
問
●
F
次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方
15
人
。
①
市
内

在
住
で
４
月
１
日
現
在
13
歳
〜
20
歳

の
方
、
②
健
康
状
態
が
良
好
で
海
外

で
の
長
期
滞
在
、
旅
行
に
耐
え
ら
れ

る
方
、
③
事
前
・
事
後
に
行
わ
れ
る

研
修
会
に
参
加
で
き
る
方
、
④
や
さ

し
い
日
常
英
会
話
が
で
き
る
方
、
⑤

協
会
の
指
定
し
た
費
用
負
担
が
で
き

る
方
、
⑥
派
遣
の
成
果
を
、
越
谷
市

国
際
交
流
協
会
を
中
心
と
し
た
国
際

交
流
活
動
に
反
映
す
る
資
質
と
意
欲

を
持
つ
方
。
１
次
書
類
審
査
、
２
次

面
接
審
査
に
よ
る
選
考
を
行
い
ま
す
。

派
遣
生
に
は
、６
月
12
日
貍
か
ら
毎
週

土
曜
日（
全
７
回
）の
事
前
研
修
を
実

施
し
ま
す
●
H
８
万
円
●
E
応
募
書

類（
秘
書
課
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
）

に
課
題
作
文
を
添
え
て
、４
月
23
日
貊

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）ま
で
に
越
谷

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局（
秘
書
課
内
）

へ
●
B
越
谷
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局
蕁
９
６
３
＝
９
１
１
４

乕
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
の

新
規
登
録
団
体

G
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進

す
る
た
め
自
主
的
に
活
動
し
て
い
る

団
体
の
活
動
支
援
と
団
体
間
交
流
を

図
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ

と
を
目
的
に
団
体
登
録
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
登
録
団
体
に
は
、
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
の
使
用
や
情
報
発
信
の

場
の
提
供
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す

●
E
４
月
14
日
貉
ま
で
に
左
記
へ
●

B
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
蕁

９
７
０
＝
７
４
１
１

乕
市
立
病
院
職
員

G
育
児
休
業
代
替
職
員
と
し
て
、
原

則
４
週
８
休
・
３
交
代
制
勤
務
可
能

な
看
護
師
免
許
を
お
持
ち
の
方
を
募

集
し
ま
す
。
給
与
は
越
谷
市
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
支
給
。

年
次
休
暇
、
病
気
休
暇
等
あ
り
。
被

服
貸
与
●
F
看
護
師
（
雇
用
期
間
は

最
長
３
年
）
若
干
名
。
選
考
方
法
は

面
接
と
作
文
。
こ
の
ほ
か
臨
時
職
員

（
看
護
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
臨
床

検
査
技
師
）
の
登
録
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
●
B
市
立
病
院
庶
務
課
蕁
９

６
５
＝
２
２
２
１

乕
綾
瀬
川
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
蠡

地
域
協
議
会
水
環
境
モ
ニ
タ
ー

A
毎
月
第
１
金
曜
〜
日
曜
日
の
う
ち

１
日
●
D
綾
瀬
川
周
辺
●
G
水
環
境

改
善
の
推
進
を
目
的
に
、
綾
瀬
川
流

域
住
民
の
方
に
水
質
や
ご
み
等
に
つ

い
て
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
●
F
小
学
生
以
上
の
方

（
小
学
生
は
校
長
の
許
可
と
教
師
の
指

導
が
必
要
で
す
）
●
F
10
組
程
度

（
個
人
で
も
可
）
●
E
４
月
１
日
貅
か

ら
電
話
で
左
記
へ

＊
水
質
調
査
キ
ッ
ト
は
地
域
協
議
会

が
負
担
し
ま
す

B
環
境
保
全
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
８

６乕
越
谷
市
環
境
推
進
市
民
会
議
委
員

G
越
谷
市
環
境
管
理
計
画
に
示
さ
れ

た
環
境
配
慮
活
動
を
推
進
す
る
市
民

会
議
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
越
谷
市

環
境
推
進
市
民
会
議
は
企
画
総
務
・

事
業
・
広
報
・
普
及
・
エ
コ
ア
ッ
プ

委
員
会
の
５
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
か
の
委
員
会
に
所
属
し
、

環
境
に
配
慮
し
た
活
動
を
実
践
し
て

い
た
だ
き
ま
す
●
F
市
内
在
住
・
在

勤
の
20
歳
以
上
の
方
●
E
４
月
30
日

貊
ま
で
に
越
谷
市
の
環
境
保
全
に
関

す
る
作
文（
４
０
０
字
以
内
）を
直
接

左
記
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
結
果
は

後
日
通
知
し
ま
す
。
市
民
会
議
の
会

員
も
募
集
し
て
い
ま
す
●
B
越
谷
市

環
境
推
進
市
民
会
議
事
務
局
（
環
境

保
全
課
内
）
蕁
９
６
３
＝
９
１
８
３

乕
緊
急
雇
用
創
出
基
金
中
小
企
業
特

別
委
託
事
業
に
該
当
す
る
企
業

G
中
小
企
業
の
雇
用
の
安
定
や
雇
用

機
会
の
創
出
を
図
る
た
め
、
学
校
図

書
館
の
蔵
書
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、

貸
出
業
務
を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
行
う
企
業
を
募
集
●
F
次

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
企
業
。
①
常

時
雇
用
の
労
働
者
数
が
50
人
未
満
、

②
３
年
前
か
ら
直
近
の
事
業
年
度
ま

で
２
年
連
続
売
上
高
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
。こ
の
ほ
か
に
も
対
象
と
な
る

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
指
導
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
●
E
４
月
１

日
貅
〜
12
日
豺
に
左
記
へ
●
B
指
導

課
蕁
９
６
３
＝
９
２
９
２

乕
16
年
度
第
１
回
警
察
官
採
用
試
験

A
試
験
日
は
５
月
23
日
豸
●
F
４
月

１
日
現
在
、18
歳
〜
29
歳（
Ⅱ
類
は
19

歳
〜
29
歳
）の
方
。試
験
区
分
は
Ⅰ
類

…
大
学
卒
業（
見
込
み
可
）、Ⅱ
類
…
短

大
・
専
修
学
校
等
卒
業（
見
込
み
可
）、

Ⅲ
類
…
Ⅰ
類
・
Ⅱ
類
に
該
当
し
な
い

方
（
高
校
卒
業
見
込
み
の
方
を
除
く
）、

国
際
捜
査
Ⅰ
類（
要
資
格
）、武
道
・
体

育
指
導
Ⅰ
類（
要
資
格
）
●
E
受
付
は

４
月
１
日
貅
〜
20
日
貂
。
詳
し
く
は

左
記
へ
●
B
越
谷
警
察
署
蕁
９
６

４
＝
０
１
１
０

乕
学
校
評
議
員

G
教
育
活
動
や
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
等
に
つ
い
て
、
校
長
の
求
め
に

応
じ
て
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
●
F

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
（
各

小
・
中
学
校
１
人
）。
①
教
育
に
関
す

る
理
解
と
見
識
を
お
持
ち
の
20
歳
以

上
の
方
、
②
当
該
学
校
の
通
学
区
域

ま
た
は
通
学
区
域
に
属
す
る
公
民
館

区
内
に
お
住
ま
い
の
方
（
当
該
学
校

の
職
員
は
除
く
）。
任
期
は
委
嘱
日
〜

17
年
３
月
末
日
●
E
公
募
要
項
（
各

小
･
中
学
校
、
指
導
課
に
あ
り
ま
す
）

を
ご
覧
の
う
え
、
４
月
12
日
豺
〜
30

日
貊
に
応
募
用
紙
を
各
小
・
中
学
校

の
校
長
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド

レ
ス
は
１
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
●
B
指
導
課
蕁
９

６
３
＝
９
２
９
２

乕
越
谷
市
男
女
共
同
参
画
推
進
審
議

会
委
員

G
男
女
が
互
い
に
個
性
と
能
力
を
十

分
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、（
仮
称
）
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
を
制
定
し
ま
す
。
こ
の
条
例
に
市

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
審
議
会
を
設
置
し
ま
す
●
F

市
内
在
住
･
在
勤
・
在
学
の
20
歳
以
上

の
方
３
人（
ほ
か
の
公
募
の
委
員
で
な

い
方
）。
任
期
は
６
月
〜
12
月
。
５
回

の
審
議
会
（
土
曜
日
）
を
予
定
●
E

「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
つ
い

て
の
私
の
考
え
方
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
文（
８
０
０
字
以
内
）と
住
所
・
氏

名
･
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、４
月
23
日
貊
ま
で
に
左
記
へ（
郵

送
可
）。結
果
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
●
B
企
画
課

蕁
９
６
３
＝
９
１
１
３

〈
対
象
〉

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
。
①
受
付
日
の
前
日
か
ら
さ

か
の
ぼ
っ
て
、
引
き
続
き
市
内
に

１
年
以
上
継
続
し
て
お
住
ま
い
の

方
、
②
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
内
縁
関
係
、
婚
約

者
を
含
む
）の
あ
る
方（
単
身
者
入

居
資
格
の
あ
る
方
は
除
く
）、
③
現

に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
方
、
④
入
居
し
よ
う
と
す

る
方
全
員
の
収
入
が
基
準
内
に
あ

る
方

〈
申
込
み
〉

５
月
10
日
豺
〜
21
日

貊
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）、
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
に

建
築
住
宅
課
へ
　

＊
詳
し
く
は
募
集
案
内
（
４
月
19

日
豺
か
ら
左
記
で
お
配
り
し
ま

す
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

〈
問
合
せ
〉

建
築
住
宅
課
蕁
９
６

３
＝
９
２
０
５

　 住 宅 名 　  

川柳町中層住宅 

七左町中層住宅 
 

第２弥十郎中層住宅 

間取り 

２Ｋ 

２ＤＫ 

３ＤＫ 

２Ｋ 

戸　数 

１ 

２ 

２ 

１ 

＊単身者の応募は50歳以上の方です 
＊単身者の方は七左町中層住宅への応募は 
できません 

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ 

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ 

●
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？
国

保
の
資
格
と
届
け
出

職
場
の
健
康
保
険
等
の
加
入
資

格
が
あ
る
方
、
そ
の
扶
養
と
な
っ

て
い
る
方
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
を
除
き
、
す
べ
て
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
外
国
人
の
方
で
１
年
以

上
の
在
留
資
格
が
有
り
、
越
谷
市

に
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方
も

同
じ
で
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
が
転
入
・
転
出
し
た

と
き
や
、
会
社
に
勤
め
た
り
辞
め

た
り
し
て
健
康
保
険
に
変
更
が
あ

っ
た
と
き
は
、
世
帯
主
が
14
日
以

内
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
届
け
出
に
は
、
退
職
証
明
書

や
資
格
喪
失
証
明
書
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
日
は
、

加
入
し
て
い
た
保
険
の
資
格
喪
失

日
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お

届
け
く
だ
さ
い
。

●
遠
隔
地
用
保
険
証
を
お
持
ち
の

方
へ

市
外
へ
の
修
学
や
施
設
入
所
の

た
め
に
、
複
数
の
保
険
証
を
申
請

さ
れ
て
い
る
方
は
、
更
新
・
終
了

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届

け
出
が
な
い
と
国
保
の
資
格
が
な

く
な
り
、
保
険
診
療
が
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
、
社
会
保
険
等
と

二
重
加
入
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

●
擬
制
世
帯
主
に
係
る
世
帯
主
変

更
に
つ
い
て

世
帯
主
自
身
は
国
保
に
加
入
し

て
い
な
く
て
も
、
世
帯
員
が
加
入

す
る
と
国
保
制
度
上
の
義
務
を
負

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
申
し
出
に

よ
り
加
入
者
本
人
を
国
民
健
康
保

険
の
世
帯
主
に
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

B
国
民
健
康
保
険
課
蕁
９
６
３
＝

９
１
４
６

市外から転入したとき 
職場等の健康保険をやめたとき 
 
子どもが生まれたとき 
生活保護を受けなくなったとき 
市外に転出するとき 
職場等の健康保険に入ったとき 
 
 
死亡したとき 
 
生活保護を受けるようになったとき 
 
転居、氏名変更、世帯主変更、世帯の
合併、分離をしたとき 
修学で他区市町村に転出するため、
別の被保険者証が必要なとき 
長期間の出張などで、別の被保険者
証が必要なとき 
被保険者証をなくしたとき 
退職者医療制度に該当したとき 
退職者医療制度に該当しなくなっ
たとき 

印鑑、転出証明書 
印鑑、職場等の健康保険をやめた証
明書（資格喪失証明書など） 
印鑑、被保険者証、母子健康手帳 
印鑑、保護廃止決定通知書 
印鑑、被保険者証 
印鑑、両方の被保険者証（職場等の
被保険者証が未交付の場合は証明
するもの） 
印鑑、被保険者証、死亡を証明する
もの 
印鑑、被保険者証、保護開始決定通
知書 
印鑑、被保険者証 
 
印鑑、被保険者証、在学証明書など 
 
印鑑、被保険者証 
 
印鑑、身分を証明するもの 
印鑑、被保険者証、年金証書 
印鑑、被保険者証 

こんなときは届け出を 
国
保
に
入
る
場
合 

国
保
を
や
め
る
場
合 

そ
の
他 

届け出に必要なもの 

＊手続きは、市役所国民健康保険課または北部・南部出張所で受け付けています 
＊身分を証明するもの、同じ世帯で国保に加入している方がいる場合は必ず被保 
険者証をお持ちください 

市
営
住
宅
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
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観
　
る
　
る 

観
　
る 

そ
の
他 
そ
の
他 

「
お
知
ら
せ
パ
ッ
ク
〜
こ
の
指
と
ま
れ
！
〜
」
の
平

成
16
年
度
分
の
団
体
登
録
と
「
募
集
し
ま
す
」
の

掲
載
依
頼
の
受
け
付
け
は
４
月
30
日
貊
ま
で
で

す
。
掲
載
基
準
な
ど
を
広
報
広
聴
課
（
本
庁
舎
２

階
）
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
よ
く
お
読
み

の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

B
広
報
広
聴
課
広
報
担
当
蕁
９
６
３
＝
９
１
１
７

▼
越
谷
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
（
サ
ッ
カ

ー
）
入
会
説
明
会

A
４
月
10
日
貍
（
雨
天
の
場
合
は

17
日
貍
）、
午
後
１
時
30
分
か
ら

■
D
越
谷
流
通
公
園
■
F
小
学
１

年
〜
６
年
生
（
保
護
者
同
伴
）。
運

動
の
で
き
る
服
装
で
お
い
で
く
だ

さ
い
■
B
紺
野
蕁
９
７
８
＝
２
５

２
２

▼
越
谷
市
ダ
ン
ス
連
盟
・
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ

A
４
月
11
日
豸
、
午
後
６
時
〜
９

時
■
D
市
立
第
１
体
育
館
■
H
一

般
１
０
０
０
円
、
会
員
７
０
０
円

■
B
山
田
蕁
９
６
３
＝
０
６
２
５

▼
わ
か
り
や
す
い
「
能
」
の
鑑
賞

講
座

A
４
月
10
日
貍
、
午
後
１
時
〜
２

時
30
分
■
D
こ
し
が
や
能
楽
堂

■
H
無
料
　
E
B
櫻
間
初
花
會
・

今
井
蕁
９
７
５
＝
５
０
７
１

▼
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
ふ
れ
あ
い
の

日
A
４
月
18
日
豸
、
午
前
10
時
〜
正

午
■
D
南
越
谷
公
民
館
■
F
５
歳

〜
６
歳
の
女
子
■
H
無
料
■
B
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
埼
玉
県

第
20
団
・
余
村
蕁
９
８
７
＝
４
２

４
３
（
夜
間
）

＊
会
場
な
ど
は
予
定
で
す

▼
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｅ
（
ジ
ェ
イ
ド
）
Ｆ
Ｃ．

Jr
（
サ
ッ
カ
ー
）

A
毎
週
土
曜
（
午
後
１
時
〜
３

時
）
・
日
曜
日
（
午
前
９
時
〜
11

時
）
■
D
大
沢
北
小
校
庭
ほ
か

■
F
小
学
生
■
H
入
会
金
１
０
０

０
円
、
月
会
費
１
０
０
０
円
■
B

平
田
蕁
９
７
８
＝
２
０
４
７

▼
北
越
谷
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

A
毎
週
水
曜
日
、
午
前
９
時
30
分

〜
正
午
■
D
市
立
第
２
体
育
館

■
F
成
人
女
性
■
H
入
会
金
５
０

０
円
、
月
会
費
１
５
０
０
円
■
B

関
蕁
９
６
３
＝
２
５
２
６

▼
川
柳

せ
ん
り
ゅ
う

彩
の
会

A
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
、
午
後

１
時
〜
３
時
■
D
大
沢
北
交
流
館

■
H
月
会
費
１
０
０
０
円
■
B
新

井
蕁
９
７
７
＝
０
７
８
３

越谷市役
所 

蕷343-8501
 越ヶ谷4-2-

1

代表電話蕁
964-2111

催 し ご 
案 
内 

乕

西
用
水
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

４
月
に
入
る
と
、
市
役
所
東
側
鐚

西
用
水
の
中
土
手
に
は
、
赤
や
黄
な

ど
の
色
鮮
や
か
な
１
万
６
０
０
０
球

の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
５
０
０
誡
に
わ

た
っ
て
咲
き
誇
り
ま
す
。

B
越
谷
市
観
光
協
会
蕁
９
６
６
＝
６

１
１
１

参
加
す
る
（
凸
版
３
行
）

乕
ふ
れ
あ
い
の
森
植
樹
会

A
５
月
８
日
貍
〜
９
日
豸
■
D
土
湯

負
担
（
１
万
４
６
５
５
円
。
食
事
付

き
、税
込
み
）■
E
４
月
１
日
貅
〜
18

日
豸
に
参
加
費
を
添
え
て
各
地
区
セ

ン
タ
ー
・
公
民
館
へ
。
主
催
は
越
谷

市
民
ゴ
ル
フ
運
営
委
員
会
。
後
援
は

越
谷
市
、
越
谷
市
教
育
委
員
会
■
B

生
涯
学
習
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
８
３

乕
外
国
人
の
た
め
の
「
に
ほ
ん
ご
ひ

ろ
ば
」

A
５
月
13
日
〜
７
月
15
日
の
毎
週
木

曜
日
、
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
。
全

10
回
■
D
中
央
市
民
会
館
■
F
日
本

語
を
学
び
た
い
外
国
人
の
方
■
H
無

料
■
E
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直

接
左
記
へ

＊
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
随

育
館
の
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
で

練
習
し
て
い
る
16
歳
以
上
の
女
性
。

16
歳
以
上
の
部
（
平
均
40
歳
未
満
）

…
28
チ
ー
ム
。
40
歳
以
上
の
部
（
平

均
40
歳
以
上
）
…
20
チ
ー
ム
。
い
ず

れ
も
１
チ
ー
ム
４
人
ま
た
は
補
欠
１

人
を
含
む
５
人
（
申
込
み
順
）
■
H

１
人
５
０
０
円
■
E
４
月
19
日
豺
〜

26
日
豺
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に

18
日
貂
に
開
催
予
定
で
す
■
B
越
谷

市
商
工
会
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
係
（
蕷

343
＝
０
８
１
７
中
町
７
の
17)

蕁
９
６

６
＝
６
１
１
１

乕
看
護
の
日
イ
ベ
ン
ト

A
５
月
12
日
貉
■
D
市
立
病
院
■
H

い
ず
れ
も
無
料
■
▽
看
護
ま
つ
り
２

０
０
４
…
A
午
前
９
時
〜
正
午
■
G

看
護
・
栄
養
・
薬
・
医
療
相
談
、
血

参
加
参
加
す
る
す
る 

参
加
す
る 

員
会
・
平
蕁
９
７
５
＝
１
８
３
６

▼
原
子
爆
弾
の
被
爆
者
の
方
の
情

報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

越
谷
市
被
爆
者
団
体
協
議
会
で
は
、

広
島
、
長
崎
の
原
子
爆
弾
に
よ
る

被
爆
者
同
士
の
交
流
、
医
療
等
の

相
談
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

乕
元
荒
川
河
川
区
域
が
変
わ
り
ま
し

た元
荒
川
の
河
川
区
域
（
堤
外
民
地
）

に
つ
い
て
、
中
島
橋
〜
宮
前
橋
の
区

間
が
16
年
２
月
20
日
付
で
解
除
に
な

り
ま
し
た
。
河
川
区
域
の
変
更
な
ど

詳
し
く
は
左
記
へ
。

B
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
蕁
９
６

４
＝
５
２
２
１

乕
競
艇
事
業
に
よ
る
収
益
が
わ
た
し

た
ち
の
生
活
に
役
立
っ
て
い
ま
す

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
は
、
越
谷

市
を
含
む
17
市
で
構
成
さ
れ
、
戸
田

競
艇
場
で
開
催
す
る
競
艇
事
業
に
よ

る
収
益
は
各
市
で
分
配
し
て
い
ま
す
。

収
益
は
市
の
財
源
を
確
保
し
、
都
市

基
盤
整
備
や
教
育
施
設
整
備
等
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
４
月
の
開
催
日
…
４
月
１
日
貅
〜

４
日
豸
、
７
日
貉
〜
12
日
豺
、
15

日
貅
〜
19
日
豺

B
財
政
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
１
５

乕
下
水
道
に
油
を
流
さ
な
い
よ
う
ご

協
力
く
だ
さ
い

最
近
、
下
水
道
に
流
れ
る
油
分
が

増
え
て
い
ま
す
。
油
分
（
油
脂
類
）

を
多
く
流
さ
れ
る
と
、
下
水
管
が
詰

ま
り
、
利
用
者
へ
多
大
な
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
場

や
処
理
場
に
も
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

ご
家
庭
や
飲
食
店
で
は
、
油
分
や
残

飯
類
を
下
水
道
に
流
さ
な
い
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

B
下
水
道
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
０
６

乕
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

県
で
は
、
４
月
６
日
貂
〜
15
日
貅

に
次
の
項
目
を
重
点
目
標
に
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

・
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・
自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

ま
た
、
交
通
事
故
増
加
に
伴
う
緊

急
対
策
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
事
故

に
あ
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
お
願
い
し
ま
す
。

B
越
谷
警
察
署
蕁
９
６
４
＝
０
１
１

０
、
市
役
所
交
通
防
災
課
蕁
９
６

３
＝
９
１
８
５

乕
苗
木
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
苗
を
無
料

で
お
配
り
し
ま
す

実
が
な
る
苗
木
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の

苗
（
協
力
・
大
相
模
花
と
緑
を
育
て

る
会
）
を
無
料
で
お
配
り
し
ま
す
。

A
４
月
23
日
貊
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
■
D
中
央
市
民
会
館
東
側
広
場

（
鐚
西
用
水
沿
い
）
■
G
樹
種
は
、
あ

ん
ず
・
プ
ル
ー
ン
・
す
も
も
な
ど
。

苗
木
は
１
人
２
本
ま
で
、
ラ
ベ
ン
ダ

ー
の
苗
は
１
人
１
ポ
ッ
ト
の
み
。
な

く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す

＊
当
日
は
越
谷
市
造
園
業
協
会
の
協

力
に
よ
り
「
緑
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

を
開
き
ま
す

B
公
園
緑
地
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
２

５乕
収
納
代
理
金
融
機
関
を
変
更
し
ま

す４
月
１
日
か
ら
、
市
税
等
の
取
り

扱
い
を
し
て
い
る
東
京
ス
タ
ー
銀
行

に
つ
い
て
、
越
谷
市
収
納
代
理
金
融

機
関
の
指
定
を
取
り
消
し
ま
し
た
。

B
出
納
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
５
２

乕
資
源
回
収
奨
励
補
助
金
を
改
定
し

ま
す

市
で
は
、
自
治
会
や
子
ど
も
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
団
体
が
実
施
し
て
い

る
集
団
資
源
回
収
に
対
し
、
資
源
回

収
奨
励
補
助
金
交
付
制
度
を
設
け
支

援
し
て
い
ま
す
。
16
年
度
か
ら
、
１

誅
当
た
り
７
円
か
ら
８
円
に
補
助
額

を
改
定
し
ま
す
。

B
環
境
資
源
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
８

０乕
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

越
谷
市
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

の
方
は
、
縦
覧
帳
簿
に
よ
り
市
内
の

固
定
資
産
の
価
格
を
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
縦
覧
に
は
、
印
鑑
と
代
理
人
の

場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
な
お
、

課
税
台
帳
の
写
し
は
、
資
産
税
課
の

ほ
か
、
北
部
・
南
部
出
張
所
で
も
従

来
ど
お
り
閲
覧
制
度
で
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

A
４
月
１
日
貅
〜
５
月
31
日
豺
（
土

曜
･
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
■
D
資

産
税
課
（
本
庁
舎
１
階
）
■
F
固
定

資
産
税
の
納
税
者
ま
た
は
代
理
人
等

■
B
資
産
税
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
４

７一
般
６
７
０
０
円
、
越
谷
市
防
火
安

全
協
会
会
員
５
７
０
０
円
。
テ
キ
ス

ト
代
別
途
■
E
４
月
５
日
豺
〜
20
日

貂
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
左

記
へ
■
B
消
防
本
部
蕁
９
７
４
＝
０

１
０
３

乕
ほ
っ
と
越
谷
パ
ソ
コ
ン
ゆ
っ
く
り

講
座
「
パ
ソ
コ
ン
夜
間
学
校
」

A
第
１
期
…
４
月
13
日
貂
〜
30
日
貊
、

4月11日豸、午前10時～午後2時 
出羽公園で開催（雨天決行） 

至春日部 
出
羽 

公
民
館 

至草加 

武蔵野線 

出
羽
小 

国
道
４
号 

出
羽
公
園 

★ 

　地域の方、小・中学生が大切に育てたチュー
リップの鉢植えを集め、４万本の巨大チューリ
ップガーデンを完成させます。さらに、5000本
のパンジー花壇が楽しめるほか、大道芸人によ
るパフォーマンスショーや地域自治会の方が出
店する模擬店などがあります。最後にはチュー
リップの無料配布を予定しています。 

B出羽地区コミュニティ推進協議会（出羽公民 
　館内）蕁962―2854

大型駐車場完備 

出羽チューリップ出羽チューリップ 

コミュニティフェスタ２００４コミュニティフェスタ２００４ 
出羽チューリップ出羽チューリップ 

コミュニティフェスタ２００４コミュニティフェスタ２００４ 

出羽チューリップ 

コミュニティフェスタ２００４ 

お知らせパック
～この指とまれ！～
16年度分の申請を
受け付けています
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ミ
ラ
ク
ル
の
催
し
は
、
４
月

15
日
発
行
の
広
報
こ
し
が
や
季

刊
版
春
号
か
ら
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ

ド
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
ま
す
。

＊
４
月
の
休
館
日

毎
週
月
曜
日
、
30
日
貊

●
科
学
工
作
体
験
「
モ
ー
タ
ー
を

作
ろ
う
」

A
平
日
…
午
後
３
時
30
分
か
ら
。

土
曜
・
日
曜
日
…
午
前
11
時
30
分

か
ら
、
午
後
３
時
30
分
か
ら
　
D

工
作
室
　
H
１
５
０
円
　
F
小
学

５
年
生
以
上
の
方
20
人
（
申
込
み

順
）

E
開
始
10
分
前
に
直
接
会

場
へ

●
科
学
実
験
体
験
「
真
空
の
不
思

議
」

A
平
日
…
午
後
２
時
か
ら
。
土

曜
・
日
曜
日
…
午
前
10
時
か
ら
、

午
後
２
時
か
ら
　
D
実
験
室
　
H

無
料
　
F
小
学
５
年
生
以
上
の
方

20
人
（
申
込
み
順
）

E
開
始
10

科学技術 
体験センター 
蕷343-0851
七左町2-205-2

　961-7171
● 

南越谷小 

サンシティ 

南越谷駅 

新
越
谷
駅 

ミラクル 

分
前
に
直
接
会
場
へ

●
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

A
平
日
…
①
午
前
10
時
45
分
か
ら
、

②
午
後
２
時
45
分
か
ら
。
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
…
①
午
前
10
時
45
分
か

ら
、
②
午
後
１
時
か
ら
、
③
２
時
45

分
か
ら
　
D
①
・
②
シ
ョ
ー
ス
テ
ー

ジ
、
③
多
目
的
ホ
ー
ル
　
F
ど
な
た

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
　
E
当
日
直

接
会
場
へ

●
ム
ー
ン
ウ
オ
ー
カ
ー

A
毎
日
。
午
前
９
時
30
分
か
ら
、
11

時
30
分
か
ら
、
午
後
１
時
40
分
か
ら
、

３
時
40
分
か
ら
　
F
20
人
　
E
各
回

と
も
開
始
５
分
前
に
直
接
会
場
へ
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
せ
ん

温
泉
町
国
有
林
野
（
福
島
県
）
■
G

苗
木
の
植
樹
作
業
、
自
然
散
策
お
よ

び
山
菜
採
取
。
宿
泊
は
あ
だ
た
ら
高

原
少
年
自
然
の
家
■
F
市
内
在
住
の

小
･
中
学
生
と
保
護
者
58
人
（
家

族
･
グ
ル
ー
プ
可
）
■
H
大
人
３
０

０
０
円
、
小
・
中
学
生
２
５
０
０
円

■
E
往
復
は
が
き
の
往
信
面
に
希
望

者
全
員
の
氏
名
･
住
所
・
電
話
番

号
・
年
齢
･
性
別
、
返
信
面
に
保
護

者
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
４
月

15
日
貅
（
必
着
）
ま
で
に
左
記
へ

（
１
組
１
枚
）。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
せ
ん
■
B
生
涯
学
習
課
蕁
９
６

３
＝
９
２
８
３

乕
ほ
っ
と
越
谷
・
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

A
４
月
22
日
貅
、
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
■
D
男
女
共
同
参
画
支
援

セ
ン
タ
ー
■
G
新
刊
情
報
と
男
女
共

同
参
画
に
関
わ
る
本
の
紹
介
お
よ
び

読
書
会
■
F
20
人
（
申
込
み
順
）
■

H
無
料
■
E
B
男
女
共
同
参
画
支
援

セ
ン
タ
ー
蕁
９
７
０
＝
７
４
１
１

乕
第
４０
回
越
谷
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

A
５
月
19
日
貉
■
D
紫
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
あ
や
め
コ
ー
ス
（
野
田
市
）

現
地
集
合
■
F
市
内
在
住
の
方
■
G

▽
個
人
戦
…
18
ホ
ー
ル
新
ペ
リ
ア
方

式
。
▽
団
体
戦
…
各
地
区
上
位
５
人

の
合
計
■
H
４
０
０
０
円
（
賞
品
、

パ
ー
テ
ィ
ー
代
）。
プ
レ
ー
費
は
各
自

時
募
集
し
て
い
ま
す

B
越
谷
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
秘
書
課
内
）
蕁
９
６
３
＝
９
１
１
４
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
６
５
＝
０
９
４
３

乕
エ
ネ
ル
ギ
ー
探
検
ツ
ア
ー

A
４
月
20
日
貂
、
午
前
７
時
20
分
市

役
所
東
側
藤
棚
前
集
合
■
D
東
京
電

力
横
浜
火
力
発
電
所
、
電
気
の
資
料

館
■
H
市
内
在
住
・
在
勤
で
環
境
推

進
市
民
会
議
の
主
旨
に
賛
同
し
、
会

員（
年
会
費
２
０
０
円
）に
な
っ
て
い

た
だ
け
る
方
30
人（
申
込
み
順
）■
H

無
料
。
昼
食
は
各
自
負
担
■
E
４
月

６
日
貂
、
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
左

記
へ
■
B
環
境
推
進
市
民
会
議（
環
境

保
全
課
内
）蕁
９
６
３
＝
９
１
８
３

乕
市
政
移
動
教
室

A
D
４
月
27
日
貂
…
宮
内
庁
埼
玉
鴨

場
、
県
民
健
康
福
祉
村
、
花
田
苑
、

こ
し
が
や
能
楽
堂
ほ
か
。
午
前
９
時

30
分
市
役
所
集
合
■
F
市
内
在
住
の

方
40
人
（
抽
せ
ん
）
■
H
無
料
■
E

は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
４
月
12
日
豺
（
必
着
）
ま
で

に
左
記
へ
■
B
広
報
広
聴
課
蕁
９
６

３
＝
９
１
１
７

乕
第
２３
回
マ
ン
デ
ー
杯
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
大
会

A
５
月
24
日
豺
、
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
■
D
総
合
体
育
館
■
F
総
合
体

参
加
費
を
添
え
て
左
記
へ
。
申
込
み

は
１
人
１
チ
ー
ム
■
B
総
合
体
育
館

蕁
９
６
４
＝
４
３
２
１

乕
第
２９
回
越
谷
市
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

A
５
月
13
日
貅
■
D
総
合
体
育
館
■

G
９
人
制
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
■
F
市
内

在
住
の
家
庭
婦
人
で
編
成
さ
れ
た
チ

ー
ム
45
組
（
申
込
み
順
）
■
H
１
チ

ー
ム
１
５
０
０
円
■
E
事
前
に
電
話

確
認
の
う
え
、
４
月
16
日
貊
ま
で
に

左
記
へ
■
B
七
尾
満
寿
美
（
蕷
343
＝

０
０
４
１
千
間
台
西
６
の
15
の
12
）

蕁
９
７
７
＝
５
７
７
７

乕
第
１２
回
越
ケ
谷
新
町
・
本
町
商
店

会
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

A
６
月
６
日
豸
、
午
前
９
時
〜
午
後

２
時
（
雨
天
中
止
）
■
D
県
道
越
谷

流
山
線
の
旧
あ
さ
ひ
銀
行
越
谷
支
店

跡
か
ら
野
崎
ビ
ル
前
ま
で
の
区
間

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
】

G
家
庭
内
の
不
用
品
（
食
料
品
・
生

き
物
な
ど
は
除
く
）
の
販
売
■
F
営

利
を
目
的
と
し
な
い
方
70
人
（
市
外

の
方
も
可
。
抽
せ
ん
）。
１
人
１
区
画

（
約
３
誡
×
１
・
５
誡
）
■
H
１
０
０

０
円
■
E
４
月
30
日
貊
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
の
往
信
面
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
販
売
品
目
、

返
信
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

を
記
入
し
左
記
へ
。
説
明
会
を
５
月

圧
・
体
重
・
体
脂
肪
測
定
■
E
当
日

直
接
会
場
へ
■
▽
ふ
れ
あ
い
看
護
体

験
…
A
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
■
G

看
護
師
体
験
■
F
20
人（
申
込
み
順
）

■
E
事
前
に
電
話
で
市
立
病
院
へ

B
市
立
病
院
看
護
部
蕁
９
６
５
＝
２

２
２
１

乕
藤
ま
つ
り
の
野
点
コ
ー
ナ
ー

４
月
29
日
豢
〜
５
月
５
日
豢
に
越

ケ
谷
久
伊
豆
神
社
で
開
催
さ
れ
る
藤

ま
つ
り
で
野
点
を
行
い
ま
す
。

A
５
月
２
日
豸
、
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
（
雨
天
の
場
合
は
３
日
豢
）
■

F
２
０
０
人
（
先
着
順
）
■
H
１
０

０
円
■
B
越
谷
市
観
光
協
会
蕁
９
６

６
＝
６
１
１
１

学
ぶ
（
凸
版
３
行
）

乕
危
険
物
取
扱
者
試
験
・
準
備
講
習

会
〈
危
険
物
取
扱
者
試
験
〉

A
G
５
月
16
日
豸
。
▽
乙
種
第
４
類

…
午
前
10
時
か
ら
、
▽
甲
種
、
乙
種

第
１
〜
３
・
５
・
６
類
、
丙
種
…
午

後
１
時
30
分
か
ら
■
D
東
京
国
際
大

学
（
川
越
市
）
■
H
甲
種
５
０
０
０

円
、
乙
種
３
４
０
０
円
、
丙
種
２
７

０
０
円
■
E
４
月
12
日
豺
〜
20
日
貂

（
消
印
有
効
）
に
郵
送
で
譛
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
埼
玉
県
支
部
試
験
係

へ
。
願
書
、
受
験
案
内
は
消
防
本
部
、

消
防
署
お
よ
び
各
分
署
に
あ
り
ま
す

〈
準
備
講
習
会
・
乙
種
第
４
類
〉

A
５
月
１
日
貍
・
２
日
豸
■
D
埼
玉

県
労
働
会
館
（
さ
い
た
ま
市
）
■
H

学
　
ぶ
　
ぶ 

学
　
ぶ 

▼
春
季
硬
式
テ
ニ
ス
レ
デ
ィ
ー
ス

大
会
参
加
者
を
募
集

A
５
月
13
日
貅
・
14
日
貊
（
予
備

日
17
日
豺
）。
13
日
の
午
前
９
時
開

会
■
D
し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
■

G
ダ
ブ
ル
ス
。
３
〜
５
チ
ー
ム
の

リ
ー
グ
戦
後
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
■
F
越
谷
市
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
に
登
録
し
て
い
る
女
性
。

Ａ
・
Ｂ
ク
ラ
ス
各
48
ペ
ア
（
申
込

み
順
）
■
H
１
ペ
ア
２
０
０
０
円

■
E
４
月
30
日
貊
ま
で
に
各
サ
ー

ク
ル
単
位
に
左
記
へ
。
越
谷
市
教

育
委
員
会
ほ
か
後
援
■
B
越
谷
市

レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
・
池

上
蕁
９
７
６
＝
０
９
０
９

▼
櫻
間
初
花
會

さ
く
ら
ま
は
つ
は
な
か
い

A
５
月
５
日
豢
、
正
午
開
演
■
D

こ
し
が
や
能
楽
堂
■
G
能
「
玉
鬘

た
ま
か
ず
ら

」

ほ
か
■
H
無
料
■
B
今
井
蕁
９
７

５
＝
５
０
７
１

▼
順
天
堂
越
谷
病
院
学
術
講
演
会

A
４
月
24
日
貍
、
午
後
２
時
〜
３

時
30
分
■
D
順
天
堂
越
谷
病
院
■

G
講
演
「
生
活
習
慣
病
・
高
脂
血

症
を
中
心
に
」
■
H
無
料
■
E
当

日
直
接
会
場
へ
■
B
順
天
堂
越
谷

病
院
蕁
９
７
５
＝
０
３
２
１

▼
越
谷
市
工
芸
協
会
作
品
展

A
４
月
27
日
貂
〜
29
日
豢
、
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
27
日
は

午
後
１
時
か
ら
、
29
日
は
午
後
４

時
ま
で
）
■
D
サ
ン
シ
テ
ィ
･
ポ

ル
テ
ィ
コ
ホ
ー
ル
■
H
無
料
。
越

谷
市
教
育
委
員
会
ほ
か
後
援
■
B

入
澤
蕁
９
７
４
＝
７
２
１
６

▼
下
間
久
里
獅
子
舞
４
１
０
年
記

念
大
祭

A
４
月
18
日
豸
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
■
D
香
取
神
社
（
下
間
久

里
）
■
G
雨
下
無
双
角
兵
衛
流

あ
め
が
し
た
む
そ
う
か
く
べ
い
り
ゅ
う

と

呼
ば
れ
文
禄
３
年
（
１
５
９
４
年
）

に
京
都
か
ら
伝
承
し
た
と
伝
え
ら

れ
る
下
間
久
里
の
獅
子
舞
と
、
下

間
久
里
か
ら
伝
承
し
た
と
伝
え
ら

れ
る
各
地
の
獅
子
舞
を
披
露
し
ま

す
■
H
無
料
。
越
谷
市
ほ
か
後
援

■
B
４
１
０
年
記
念
大
祭
実
行
委

す
。
被
爆
者
の
方
が
い
ま
し
た
ら

左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
■
B
越

谷
市
被
爆
者
団
体
協
議
会
・
宮
本

蕁
９
６
６
＝
３
５
４
１
、
峯
蕁
９

７
６
＝
０
４
５
５

▼
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
養
成
課

程
講
習
会

A
６
月
19
日
貍
･
20
日
豸
、
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
。
全
２
回
■
D

児
童
館
コ
ス
モ
ス
■
G
第
４
級
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
資
格
取
得
■

F
小
学
生
以
上
48
人
（
申
込
み
順
）

■
H
２
万
２
７
５
０
円
■
B
越
谷

市
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
連
合

･
桃
木
蕁
９
７
４
＝
５
１
６
１

▼
埼
玉
県
立
大
学
一
般
公
開
講
座

い
ず
れ
も
D
埼
玉
県
立
大
学
■
E

①
は
４
月
27
日
貂
、
②
は
４
月
12

日
豺
（
い
ず
れ
も
必
着
）
ま
で
に

往
復
は
が
き
に
講
座
名
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
左
記
へ
。
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん

①
シ
ニ
ア
健
康
テ
ニ
ス
教
室
（
前

期
）
…
A
５
月
10
日
豺
〜
６
月
28

日
豺
の
毎
週
月
曜
･
金
曜
日
、
午
前

９
時
〜
10
時
30
分
。
全
15
回
■
F

55
歳
以
上
の
方
32
人
■
H
１
万
円

②
介
護
（
寝
た
き
り
）
予
防
と
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
…
A
４
月
24

日
〜
８
月
７
日
の
毎
週
土
曜
日
、

午
後
２
時
〜
４
時
。
全
８
回
■
F

講
演
（
前
半
４
回
）
は
１
５
０
人
、

実
技
指
導
（
後
半
４
回
）
は
50
人

■
H
講
演
は
無
料
、
実
技
指
導
は

２
０
０
０
円

B
埼
玉
県
立
大
学
（
蕷
343
＝
８
５

４
０
三
野
宮
８
２
０
）
蕁
９
７

３
＝
４
１
１
４

▼
埼
玉
県
立
大
学
・
子
育
て
な
ん

で
も
相
談

A
４
月
27
日
、
５
月
25
日
、
６
月

29
日
、
７
月
27
日
、
８
月
31
日
、

９
月
21
日
の
火
曜
日
。
午
前
９
時

〜
午
後
２
時
■
D
埼
玉
県
立
大
学

■
F
１
回
３
人
■
H
無
料
■
E
事

前
に
左
記
へ
■
B
埼
玉
県
立
大
学

蕁
９
７
３
＝
４
７
８
６

第
２
期
…
５
月
11
日
貂
〜
27
日
貅
、

第
３
期
…
６
月
８
日
貂
〜
24
日
貅
。

い
ず
れ
も
原
則
第
２
・
４
火
曜
・
水

曜
日
、
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分
。

全
６
回
（
自
習
２
回
含
む
）
■
D
男

女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
■
G
講

師
は
ほ
っ
と
越
谷
登
録
団
体
の
シ
ニ

ア
ネ
ッ
ト
軾
変
身
ｉ
ｎ
ｇ
輅
の
皆
さ

ん
■
F
パ
ソ
コ
ン
の
初
歩
を
学
び
た

い
方
各
10
人
（
抽
せ
ん
）
■
H
無
料

■
E
４
月
２
日
貊
〜
30
日
貊
（
第
１

期
は
８
日
貅
ま
で
）
に
左
記
へ
■
B

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
蕁
９

７
０
＝
７
４
１
１

乕
第
１
０
７
回
日
商
簿
記
検
定
試
験

A
６
月
13
日
豸
。
１
・
３
級
は
午
前
９

時
か
ら
、
２
･
４
級
は
午
後
１
時
30

分
か
ら
■
D
獨
協
大
学
■
H
１
級
７

１
４
０
円
、
２
級
４
０
８
０
円
、
３

級
２
０
４
０
円
、
４
級
１
５
３
０
円

■
E
４
月
30
日
貊
〜
５
月
13
日
貅
に

受
験
料
を
添
え
て
草
加
商
工
会
議
所

（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
。
土
曜
･
日

曜
日
を
除
く
）
ま
た
は
草
加
市
物
産

情
報
館（
午
後
２
時
〜
７
時
。水
曜
日

を
除
く
）
へ
■
B
草
加
商
工
会
議
所

事
業
管
理
室
蕁
９
２
８
＝
８
１
１
１

乕
応
急
手
当
（
普
通
救
命
）
講
習
会

A
５
月
７
日
貊
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
■
D
消
防
本
庁
舎
（
公
共

の
交
通
機
関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

■
G
心
肺
そ
せ
い
法
ほ
か
■
F
市
内

在
住
・
在
勤
の
15
歳
以
上
の
方
30
人

（
申
込
み
順
）
■
H
無
料
■
E
４
月
26

日
豺
ま
で
に
左
記
へ
■
B
越
谷
市
消

防
署
蕁
９
７
４
＝
０
１
３
６

春のあだたら高原春のあだたら高原 
自然を満喫しましょう！自然を満喫しましょう！ 
春のあだたら高原春のあだたら高原 

自然を満喫しましょう！自然を満喫しましょう！ 

5月30日豸、 
9時30分～11時30分 
（悪天候の場合は中止） 
あだたら高原スキー場周辺 
自家用車でスキー場に集合
できる方30人 
無料 
5月29日貍の少年自然の家
の宿泊の予約または申請時
にお申込みください 
生涯学習課蕁963―9283

春のあだたら高原 
自然を満喫しましょう！ 

　５月29日貍に少年自然の家を利
用する方を対象に、森の案内人が
自然観察へご案内します。 

日　時： 
 
 
会　場： 
対　象： 
 
費　用： 
申込み： 
 
 
問合せ： 

～自然観察と山菜採取～ 
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保健センター 
蕷343-0022
東大沢1-12-1

　978-3511

● 

対
象
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る

方
。
特
に
記
載
が
な
い
場
合
の
会
場

は
保
健
セ
ン
タ
ー
、費
用
は
無
料
、問

合
せ
・
申
込
み
は
電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
へ（
申
込
み
順
）。な
る
べ
く
公

共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事前に各医療機関に電話連絡 
のうえ、受診してください 

休日当番医 

４月４日 

５月２日 

５月５日 

４月11日 

４月18日 

４月25日 

４月29日 

蜴小泉クリニック蕁969-0678 
　中町１０-２２／内・小・ア 
蜴せんげん台西口耳鼻科 

　蕁978-0001 
　千間台西１-１０-９／耳 
蜷あまり歯科医院蕁989-1022 
　南越谷１-１３-１０／歯・小歯・
　矯歯 
 
 
蜴井上耳鼻咽喉科蕁979-4300 
　大沢３-９-２４／耳 
蜴埼友クリニック蕁962-6111 
　赤山町２-２３５-１／内 
蜷坂本歯科医院蕁988-8211 
　南越谷１-６-５７／歯 
 
 
蜴岡野クリニック蕁969-0223 
　赤山町６-２-８／内・小・呼・
　循・ア 
蜴菅原レディースクリニック 

　蕁986-7070 
　蒲生寿町７-３８／産婦 
蜷平井歯科クリニック 

　蕁964-8081 
　南越谷３-１６-２／歯・小歯・矯
　歯 
 
 
蜴南越谷病院蕁987-2811 
　南越谷１-４-６３／内・外・整・
　皮・リハ 
蜴青木産婦人科耳鼻咽喉科心療内科 

　蕁976-6621 
　北越谷２-１９-５／産・婦 
蜷中山小児歯科矯正歯科医院 

　蕁986-4082 
　南越谷４-５-２／歯・小歯・矯歯 

 
 
蜴境医院蕁974-0552 
　下間久里８８６-６６／内・小・
　外・皮 
蜴会田病院蕁962-3430 
　御殿町１-１２／内・胃・外 
蜷ふるさわ歯科医院蕁985-7777 
　南越谷４-１６-７／歯・小歯・矯
　歯・歯口 
 
 
蜴一番ヶ瀬医院蕁976-8111 
　平方１９７３-１／小・内 
蜴市川胃腸科外科病院 
　蕁965-7100 
　東越谷７-３-２／胃・外 
蜷前原歯科医院蕁990-6088 
　南越谷４-１６-９／歯・小歯・矯
　歯・歯口 
 
 
蜴遠藤クリニック蕁978-1781 
　千間台東１-９-１／内・小・リハ 
蜴新越谷病院蕁964-2211 
　元柳田町６-４５／内 
蜷間瀬歯科医院蕁985-7231 
　南越谷５-２-２０／歯・小歯・　
矯歯 
 
 
蜴越谷ふれあいクリニック 
　蕁960-5380 
　赤山町６-５-１７／小・内・胃・
　皮・形 
蜴越谷市立病院蕁965-2221 
　東越谷１０-４７-１／内・小・外
　・脳・産 
蜷渡辺歯科医院蕁986-9148 
　南越谷４-１９-１２／歯・小歯 
 
 
蜴しらみず産婦人科クリニック 
　蕁976-3541 
　上間久里１０５０／産婦・小 
蜴トミタ診療所蕁985-5828 
　蒲生西町２-１７-９／小・ア・皮・内 
蜷ふじた歯科医院蕁986-6480 
　南越谷４-２１-１３／歯・小歯・
　矯歯 

５月３日 

５月４日 

教
室
・
講
座

●
男
性
の
生
活
支
援
講
座
〜
男
の
料

理
教
室
〜

A
４
月
20
日
貂
、
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
　
G
講
話
と
実
習
「
基
礎
編
」

■
F
18
歳
以
上
の
方
25
人
　
H
栄
養

実
習
材
料
費
５
０
０
円

●
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

A
４
月
22
日
貅
、
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
　
G
講
話
と
実
習
「
肥
満
解
消
」

■
F
18
歳
以
上
の
方
36
人
　
H
栄
養

実
習
材
料
費
５
０
０
円

相
談

●
成
人
個
別
栄
養
相
談

A
４
月
15
日
貅
、
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
　
G
生
活
習
慣
病
等
　
F
12
人

お
知
ら
せ

●
「
い
き
い
き
越
谷
２１
」
の
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
愛
称
を
募

集
し
ま
す

越
谷
市
健
康
づ
く
り
行
動
計
画

「
い
き
い
き
越
谷
21
」
の
Ｐ
Ｒ
に
使
用

す
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

F
市
内
に
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方

■
E
Ａ
５
判
白
紙
の
表
面
に
、
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
10
×
10
詢

●
４
月
の
日
程

▽
７
日
貉
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
。

22
日
貅
、
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

各
種
検
診

●
ポ
リ
オ
集
団
予
防
接
種

A
４
月
６
日
貂
・
７
日
貉
・
９
日

の相談コーナー 
越谷市薬剤師会 

蜴４月の相談日 

13日貂・27日貂 
午後１時～３時 

蜴保健センター２階 

●
歯
科
健
診
・
相
談

A
４
月
28
日
貉
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
　
G
歯
科
健
診
・
相
談
。
治
療

は
行
い
ま
せ
ん
　
F
20
人

１
時
〜
３
時
30
分

D
い
ず
れ
も
越

谷
市
役
所
　
▽
21
日
貉
、
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時
30
分
■

D
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
越
ケ
谷
店

●
サ
ン
シ
テ
ィ
献
血
ル
ー
ム
（
蕁
０

１
２
０
＝
１
３
７
＝
３
７
９
、
南
部

図
書
室
隣
）
で
は
、
毎
日
献
血
が
で

き
ま
す
。

貊
・
14
日
貉
・
15
日
貅
・
19
日
豺
・

21
日
貉
・
26
日
豺
・
28
日
貉
・
５
月

６
日
貅
（
以
降
の
日
程
は
５
月
号
に

掲
載
し
ま
す
）。
午
後
１
時
15
分
〜
２

時
15
分

＊
な
る
べ
く
徒
歩
ま
た
は
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

＊
詳
し
く
は
、
３
月
１
日
に
発
行
し

た
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ

さ
い

の
枠
内
、
色
自
由
。
た
だ
し
金
・

銀
・
蛍
光
色
は
除
く
）、
裏
面
に
愛
称

（
ふ
り
が
な
）
・
簡
単
な
説
明
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・

職
業
（
学
校
名
）
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
５
月
10
日
豺
（
必
着
）
ま
で

に
郵
送
ま
た
は
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
（
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ク
ス
不
可
）。
１

人
１
点
の
み
。
一
次
審
査
後
、
歯
科

健
康
フ
ェ
ア
で
市
民
投
票
を
行
い
、

健
康
づ
く
り
推
進
審
議
会
で
選
考
。

結
果
は
広
報
こ
し
が
や
お
知
ら
せ
版

８
月
号
で
発
表
し
ま
す
。
採
用
作
品

に
は
記
念
品
を
贈
呈
。
詳
し
く
は
主

な
公
共
施
設
で
お
配
り
し
て
い
る
応

募
用
紙
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

国内で鳥インフルエンザが発生し

たからといって、直ちに家庭等で飼

育している鳥が感染するということ

はありません。清潔な状態で飼育し、

野鳥の接触に注意し、排せつ物に触

れた後に手洗いとうがいをすれば、

心配する必要はありません。

動物愛護の観点からも、飼育中の

鳥を捨てたり、処分するようなこと

は絶対にしないでください。原因不

明のまま、飼っている鳥や野鳥が

次々に死んでしまった場合には、素

手で触ったり、土に埋めたり、ごみ

として出さないでください。

今後も鳥インフルエンザに関する

最新情報にご注意ください。詳しく

は埼玉県のホームページ（http://

www.pref.saitama.jp/）をご覧く

ださい。

市役所農政課蕁９６３－９１９３

家畜保健衛生所蕁０４８－６６３－３０７１

鳥インフルエンザについて 鳥インフルエンザについて 
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●
各
種
相
談
（
要
予
約
）

D
い
ず
れ
も
越
谷
保
健
所
　
E
電

話
で
保
健
予
防
推
進
担
当
へ

▽
エ
イ
ズ
、
梅
毒
の
検
査
、
相
談

…
A
４
月
５
日
豺
、
５
月
17
日
豺
、

６
月
７
日
豺
、
午
前
９
時
〜
10
時
。

４
月
19
日
豺
、
６
月
21
日
豺
、
午

後
５
時
〜
６
時
30
分
。
相
談
は
随

時
　
H
感
染
の
心
配
の
あ
る
方
は

無
料
、
匿
名
で
受
検
可

▽
精
神
保
健
福
祉
相
談
…
A
５
月

18
日
貂
、
午
前
９
時
〜
10
時
　
G

心
の
悩
み
の
あ
る
方
、
家
族
の
相

談●
各
種
検
査
（
有
料
）

D
い
ず
れ
も
越
谷
保
健
所
。
事
前

に
専
用
容
器
を
保
健
所
に
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い

▽
便
の
検
査
（
腸
内
細
菌
、
寄
生

虫
）
…
A
４
月
12
日
豺
、
26
日
豺
、

５
月
10
日
豺
、
24
日
豺
、
６
月
14

日
豺
、
28
日
豺
、
午
前
９
時
〜
11

時

▽
水
質
検
査
…
A
４
月
19
日
豺
、

５
月
17
日
豺
、
６
月
７
日
豺
、
21

日
豺
、
午
前
９
時
〜
11
時

●
犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

４
月
は
、
市
内
各
会
場
で
狂
犬

病
予
防
の
集
合
注
射
が
行
わ
れ
ま

す
。
飼
い
主
の
方
は
次
の
こ
と
を

守
り
、
家
族
の
一
員
と
し
て
愛
情

と
責
任
を
持
っ
て
生
涯
世
話
を
し

ま
し
ょ
う
。

▽
犬
を
飼
い
始
め
た
ら
市
役
所
で

登
録
し
、
以
後
年
１
回
予
防
注
射

を
受
け
、
首
輪
に
鑑
札
と
注
射
済

票
を
着
け
る
（
犬
が
迷
子
に
な
っ

た
と
き
に
、
そ
の
番
号
か
ら
飼
い

主
が
分
か
り
ま
す
）

▽
犬
の
習

性
等
を
正
し
く
理
解
し
て
飼
い
、

感
染
症
の
知
識
を
持
つ
　
▽
む
や

み
に
ふ
や
さ
な
い
よ
う
、
繁
殖
制

限
に
努
め
る

▽
所
有
者
を
明
ら

か
に
し
て
、
鎖
で
つ
な
ぐ
か
、
お

り
の
中
で
飼
う
。
散
歩
す
る
と
き

は
引
き
綱
を
つ
け
、
他
人
に
迷
惑

が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
努
め
る
■

▽
犬
が
万
一
、
人
を
か
ん
だ
ら
、

狂
犬
病
の
疑
い
が
な
い
か
直
ち
に

獣
医
師
の
検
診
を
受
け
、
保
健
所

に
事
故
届
を
す
る

覧
く
だ
さ
い
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脊
柱
管
狭
窄
症
と
は
背
骨
内
の

脊
髄

せ
き
ず
い

が
通
っ
て
い
る
管
（
脊
柱
管
）

が
狭
く
な
り
神
経
が
圧
迫
さ
れ
た

状
態
を
い
い
ま
す
。
症
状
は
、
①

歩
行
時
の
足
の
痛
み
（
特
に
ふ
く

ら
は
ぎ
外
側
）、
②
し
び
れ
、
③

脱
力
感
、
④
腰
痛
な
ど
で
す
。
し

ば
ら
く
歩
い
て
い
る
と
症
状
が
悪

化
し
立
ち
止
ま
り
、
休
む
と
ま
た

歩
け
る
の
が
特
徴
で
す
。
こ
れ
を

間
欠
性
跛
行

は
こ
う

と
い
い
ま
す
。

高
齢
化
に
よ
る
脊
椎

せ
き
つ
い

の
変
形
や

脊
椎
間
の
靭
帯

じ
ん
た
い

肥
厚
が
原
因
で
す

が
、
生
ま
れ
つ
き
脊
柱
管
の
狭
い

人
も
い
ま
す
。
70
歳
前
後
で
発
症

し
ま
す
が
、
生
ま
れ
つ
き
狭
い
人

は
中
年
頃
か
ら
症
状
が
出
ま
す
。

下
肢
の
血
行
障
害
で
も
同
様
の
症

状
が
出
ま
す
の
で
、
鑑
別
診
断
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

治
療
は
ま
ず
保
存
的
治
療
を
行

い
ま
す
。
骨
盤
牽
引

け
ん
い
ん

、
温
熱
、
マ

ッ
サ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
理
学
療
法

で
脊
柱
管
の
一
時
的
な
開
大
効
果

を
期
待
し
ま
す
。
内
服
薬
に
は
圧

迫
さ
れ
て
い
る
神
経
の
血
流
を
促

進
す
る
薬
や
末
梢

ま
っ
し
ょ
う
神
経
障
害
治
療

薬
な
ど
が
あ
り
、
痛
み
が
ひ
ど
い

と
き
は
痛
み
止
め
を
用
い
ま
す
。

コ
ル
セ
ッ
ト
を
つ
け
る
と
症
状
が

軽
減
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
症

状
が
悪
化
し
て
理
学
療
法
や
薬
で

効
か
な
い
時
は
硬
膜
外
ブ
ロ
ッ
ク

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
脊
柱
管
内

に
薬
剤
を
注
射
す
る
方
法
で
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
注
射
は
患
部
に
直
接
針

を
刺
し
ま
す
の
で
、
刺
し
方
に
よ

っ
て
は
、
か
え
っ
て
足
が
し
び
れ

た
り
痛
く
な
っ
た
り
、
頭
痛
が
出

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
専
門
的
に

ブ
ロ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
治
療
を
し
て
も
次
第

に
歩
け
な
く
な
り
、
日
常
生
活
に

支
障
を
来
す
場
合
は
手
術
を
検
討

し
ま
す
。
手
術
は
狭
い
部
分
の
背

骨
と
肥
厚
し
た
靭
帯
を
削
り
脊
柱

管
を
拡
げ
る
手
術
が
一
般
的
で
、

術
後
２
週
間
前
後
で
退
院
が
可
能

389

脊
柱
管
狭
窄
症
に
つ
い
て 

越谷市医師会 
松田整形外科 
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せ
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ち
ゅ
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か
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き
ょ
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さ
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● 

で
す
。
背
骨
の
不
安
定
性
や
す
べ

り
症
を
併
発
し
て
い
る
と
き
は
固

定
術
を
併
用
す
る
こ
と
が
あ
り
、

通
常
１
〜
３
カ
月
入
院
し
ま
す
。

術
後
合
併
症
に
は
、
創
感
染
、
静

脈
血
栓
症
、
神
経
損
傷
に
よ
る
下

肢
麻
痺

ま

ひ

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
頻

度
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
適
切
な

時
期
に
適
切
な
手
術
を
す
る
と
高

齢
者
で
も
快
適
な
生
活
を
営
む
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
が
、
長
期

間
足
の
し
び
れ
や
麻
痺
を
放
置
し

て
お
く
と
手
術
を
し
て
も
症
状
が

良
く
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

手
術
を
す
る
か
ど
う
か
は
手
術
を

受
け
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
と
そ
の

危
険
性
を
比
較
検
討
し
て
決
め
る

こ
と
が
肝
要
で
す
。

＊
夕
刻
の
法
律
相
談
を
新
設
し
ま

す
。
ま
た
、
地
区
セ
ン
タ
ー
で
行

政
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
い
ず
れ

も
詳
し
く
は
12
面
（
各
種
相
談
欄
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い

●
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
に
つ
い
て

牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
上
質
の
パ
ル
プ

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
。
き

れ
い
に
洗
っ
て
乾
か
し
、
ス
ー
パ
ー

等
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
や
市
の
古
紙
回

収
日
に
き
ち
ん
と
束
ね
て
出
し
ま
し

ょ
う
。
な
お
、
市
役
所
正
面
玄
関
前

で
の
回
収
は
、
３
月
を
も
っ
て
終
了

し
ま
し
た
が
、
市
民
生
活
課
窓
口
で
、

随
時
お
預
か
り
し
ま
す
。

●
か
た
り
商
法
・
点
検
商
法
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
！

▽
相
談
事
例
…
最
近
、
市
役
所
職
員

風
の
人
の
突
然
の
訪
問
を
受
け
、「
お

宅
の
下
水
道
管
は
汚
れ
て
い
る
。
掃

除
を
し
な
い
と
詰
ま
る
お
そ
れ
が
あ

る
」
と
脅
か
さ
れ
、
市
役
所
か
ら
の

点
検
と
思
い
応
じ
た
と
こ
ろ
、
敷
地

内
の
汚
水
マ
ス
な
ど
を
調
べ
高
額
な

料
金
を
請
求
さ
れ
た
。
仕
方
な
く
契

約
し
た
が
、
通
常
の
３
倍
も
す
る
こ

と
が
わ
か
り
、
家
族
に
も
反
対
さ
れ

た
の
で
解
約
し
た
い
　
▽
ア
ド
バ
イ

ス
…
事
例
の
よ
う
に
、「
上
下
水
道
や

消
火
器
の
点
検
を
し
ま
す
」
と
公
的

機
関
の
職
員
で
あ
る
か
の
よ
う
に
語

っ
て
「
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
危
険
」

な
ど
と
言
葉
巧
み
に
不
安
に
さ
せ
、

高
額
な
請
求
を
す
る
訪
問
販
売
の
被

害
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
次
の
こ

と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
①
突
然
の

訪
問
を
受
け
て
も
、
簡
単
に
ド
ア
を

消防署からのお知らせ
◆住宅火災に備えましょう（台所の防火対策）
平成14年中の死者が発生した住宅火災の発生源をみると、コンロ等調

理器具からのものが６・５％を占め、台所の防火対策が大変重要です。住
宅用防災機器等で数多くの製品が開発されています。
▽安全調理器具…立消え安全装置やグリル水切れセンサー・消し忘れタイ
マーのほか、鍋の底の温度を自動的にチェックして、温度が上がりすぎる
とガスが止まる油過熱防止装置がついているものがあります。
▽天ぷら油火災用消火器（具）…スプレー式で片手で一瞬のうちに消火で
きる消火具などが多種類あります。強化液が適しています。
▽住宅用自動消火装置…コンロ上部が一定の温度になると感知器により火
災を感知し自動的に消火薬剤を放出して消火します。
▽住宅用火災警報器…火災の際、煙を感知する煙式警報器と熱を感知する
熱式警報器があり１㍍離れた位置で70デシベル以上の警報音を発します。
台所では焼き物などの煙で鳴ることがありますので熱式警報器がおすすめ
です。
▽着衣着火防止用防炎キッチンウエア…袖口に着火し、やけどや火災につ
ながる事故を防ぐためにエプロン・アームカバー等の防炎製品があります。
J消防本部予防課蕁974－0103

◆たばこによる火災を防ぎましょう
死者の発生した住宅火災の一番多い発火源は「たばこ」です。また、着

火物別では、「ふとん類」「衣類」の順となっていて、住宅火災による死者
の発生を防止するためには、たばこの火種の落下によるふとん類等への着
火を防ぐことが必要です。 たばこによる火災を防ぐため、次のことに注
意しましょう。▽寝たばこは絶対にやめましょう。また、飲酒後の喫煙も
大変危険です　▽寝たきりの方などが喫煙する場合は、家族などが付き添
い、火種の落下や消し忘れなどに注意しましょう　▽必ず灰皿のある場所
で吸い、くわえたばこで作業をするのは絶対にやめましょう　▽万が一の
ために次のことに注意しましょう　▽灰皿は置く位置を決めておき、周り
を常に整理整とんしておきましょう　▽灰皿は、ふちが大きく深めのもの
を使い、いつも水を入れておきましょう　▽吸い殻は絶対にくずかご等に
は捨てず、水をかけてから生ごみ等といっしょに捨てましょう　▽ふとん、
シーツ、枕などの寝具やパジャマなどの衣類、座布団、カーペットなどは
防炎品を使いましょう
J消防本部予防課蕁974－0103

◆消防自動車のペーパークラフトを作ろう
越谷市消防署のホームページ（市のホームページからキーワード検索で

開けます）を開くとポンプ車、救助工作車、はしご車、スノーケル車、救
急車の展開図がダウンロードできます。ダウンロードしてファイルを開く
にはアクロバットリーダーというアプリケーションが必要ですのであらか
じめインストールしてください。
このペーパークラフトは、消防職員が考案したものです。作成にあたり、

ハサミやカッターナイフを必要としますので安全に使用して楽しく消防車
や救急車を作成できるようにご注意ください。
J消防本部総務課蕁974－0102

開
け
た
り
し
な
い
。
相
手
の
用
件
や

身
分
を
聞
い
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は

身
分
証
明
書
な
ど
を
確
認
す
る
。
公

的
機
関
か
ら
来
た
よ
う
に
見
せ
か
け
、

点
検
に
応
じ
る
義
務
が
あ
る
か
の
よ

う
に
説
明
す
る
業
者
が
来
た
場
合
は

直
接
公
的
機
関
に
問
い
合
わ
せ
る

（
こ
の
よ
う
な
点
検
や
清
掃
の
た
め

に
、
市
役
所
の
職
員
が
ご
家
庭
を
訪

問
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
②
必

要
が
な
い
も
の
は
、「
け
っ
こ
う
で
す
」

な
ど
の
あ
い
ま
い
な
表
現
を
し
な
い

で
「
お
断
り
し
ま
す
」「
必
要
あ
り
ま

せ
ん
」
と
は
っ
き
り
と
断
わ
る
。
③

そ
の
場
で
契
約
し
な
い
で
、
家
族
や

知
人
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

に
相
談
し
た
り
、
他
の
業
者
の
価
格

や
品
質
な
ど
を
よ
く
比
較
し
て
検
討

す
る
。
④
契
約
時
に
は
、
契
約
書
面

な
ど
の
必
要
事
項
を
具
体
的
に
書
い

た
書
面
を
必
ず
受
け
取
る
。

ご
相
談
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
、
市
役
所
下
水
道
課
蕁
９
６

３
＝
９
２
０
６
な
ど
の
専
門
機
関
へ

前年度に引き続き、学生納付特例の申請を希望する場合

は、４月初旬に市役所からお送りする申請書で５月末日ま

でに手続きをしてください。

新たに学生納付特例の

申請を希望する場合は、

随時申請をお受けしてい

ます。年金手帳、学生証

（コピー可）、印鑑をお持

ちください。

B市民課国民年金係

蕁９６３－９１５５

国民年金からのお知らせ 国民年金からのお知らせ 
国民年金保険料学生納付特例の 
申請について 



７
日
貊
■
D
花
田
学
童
保
育
室
■
G

手
遊
び
、
工
作
、
絵
本
等
■
F
６
カ

月
〜
１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
10
組
■
H
50
円
■
▽
蛤

は
ま
ぐ
り

の
針
刺
し

作
り
…
A
５
月
13
日
貅
■
D
子
育
て

サ
ロ
ン
■
G
フ
ェ
ル
ト
を
使
っ
た
マ

マ
の
手
芸
講
座
■
F
０
歳
〜
４
歳
の

お
子
さ
ん
が
い
る
保
護
者
８
組
■
▽

親
子
で
楽
し
む
邇
…
A
５
月
14
日
貊

■
D
花
田
学
童
保
育
室
■
G
リ
ズ
ム

体
操
、
わ
ら
べ
う
た
、「
お
花
の
立
体

カ
ー
ド
」
の
か
ん
た
ん
工
作
■
F
２

歳
〜
３
歳
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
10

組
■
H
50
円
■
▽
英
語
で
遊
ぼ
う

「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
こ
う
」
…
A
５

月
20
日
貅
■
D
子
育
て
サ
ロ
ン
■
G

英
語
で
ご
あ
い
さ
つ
、
折
り
紙
で
お

弁
当
作
り
等
■
F
２
歳
〜
３
歳
の
お

子
さ
ん
と
保
護
者
10
組
■
H
１
０
０

円
■
▽
マ
マ
と
い
っ
し
ょ
に
邇
…

A
５
月
21
日
貊
■
D
花
田
学
童
保
育

室
■
G
体
操
、
わ
ら
べ
う
た
、
絵
本

等
■
F
１
歳
〜
１
歳
６
カ
月
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
10
組
■
C
ハ
ン
カ
チ

（
タ
オ
ル
地
で
な
い
も
の
）、
バ
ス
タ

オ
ル
■
▽
赤
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う
邇
…

A
５
月
27
日
貅
■
D
子
育
て
サ
ロ
ン

■
G
リ
ズ
ム
体
操
、
わ
ら
べ
う
た
、

か
ん
た
ん
工
作
■
F
１
歳
６
カ
月
〜

２
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
10

組
■
H
50
円

A
４
月
３
日
貍
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
■
D
子
育
て
サ
ロ
ン
■
G
日
ご

ろ
子
ど
も
と
遊
ぶ
時
間
の
少
な
い
パ

広報こしがやお知らせ版　平成16年（2004年）４月号　　10

●
印
の
講
座
は
■
往
復
は
が
き

に
講
座
名
・
実
施
日
・
住
所
・
親
子
の

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
子
ど
も
の
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、４
月
14
日

貉（
消
印
有
効
）ま
で
に
子
育
て
サ
ロ

ン
へ
。１
人
１
講
座
の
み
で
市
内
在

住
の
方
。応
募
多
数
の
場
合
は
抽
せ

ん
。結
果
は
必
ず
ご
連
絡
し
ま
す
。

申

I…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せ　子育て電話相談は蕁960-5600（毎週水曜日、午前10時～午後3時）

＊
４
月
の
休
館
日
…
５
日
・
12
日
・

19
日
・
26
日
の
各
月
曜
日

▽
わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば
…
A
５
月
15
日

貍
、
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
■
D
花
田
学
童
保
育
室
■
G
親
子

で
楽
し
め
る
催
し
物
■
F
就
学
前
の

お
子
さ
ん
と
保
護
者
10
組
■
▽
乳
幼

児
の
子
育
て
を
楽
し
も
う
…
A
５

月
22
日
貍
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
■
D
子
育
て
サ
ロ
ン
■
G
乳
幼

児
の
発
達
の
特
色
・
親
子
の
か
か
わ

り
方
な
ど
楽
し
い
話
が
聞
け
ま
す
■

F
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
両
親
５
組

A
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
■
▽
ふ
れ
あ
い
体
操
…
A
５
月

小
・
中
学
生
の
い
る
ご
家
庭
で
、

経
済
的
に
お
困
り
の
保
護
者
の
方

に
就
学
費
用
を
援
助
し
ま
す
。

〈
対
象
〉

①
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免

■
さ
れ
て
い
る
方

②
収
入
が
不
安
定
で
経
済
状
況
が

■
よ
く
な
い
と
教
育
委
員
会
が
認

■
め
た
方

〈
援
助
内
容
〉

学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
給
食

費
、
医
療
費
（
対
象
に
な
る
病
気

は
限
ら
れ
ま
す
）、
遠
足
・
林
間
学

校
・
修
学
旅
行
等
の
費
用
、
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
費
等
で
す

〈
申
込
み
〉

４
月
12
日
豺
〜
５
月
31
日
豺
に
保

護
者
が
直
接
、
教
育
委
員
会
学
校

課
ま
た
は
学
校
を
通
じ
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
15
年
度
に
引
き
続

き
、
援
助
を
希
望
す
る
場
合
も
申

請
が
必
要
で
す
。
な
お
、
６
月
以

降
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、
認

定
さ
れ
た
場
合
の
適
用
は
翌
月
か

ら
に
な
り
ま
す

B
教
育
委
員
会
学
校
課
蕁
９
６

３
＝
９
２
８
１

「
み
ど
り
の
日
」
記
念
行
事

A
４
月
29
日
豢
、
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
■
D
そ
う
か
公
園
（
松
原

団
地
駅
東
口
か
ら
勤
労
福
祉
会
館

行
き
バ
ス
で
「
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
」

下
車
■
G
春
物
花
鉢
と
植
木
の
即

売
会
、
ク
イ
ズ
＆
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
、
輪
投
げ
、
み
ど
り
の
相
談
ほ

か
■
B
譛
草
加
市
み
ど
り
の
協
会

蕁
９
３
１
＝
９
８
３
３

春
は
も
う
す
ぐ
！
ち
ょ
っ
と

足
を
の
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か

〜
春
の
開
花
情
報
〜

▽
桜
（
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬
）

…
①
八
条
親
水
公
園
（
八
潮
団
地

西
側
）、
②
大
原
緑
道
（
文
化
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
東
側
）、
③
八
條
さ

く
ら
堤
（
綾
瀬
川
放
水
路
）、
中
央

公
園
（
八
潮
市
役
所
前
）
■
▽
菜

の
花
（
４
月
中
旬
〜
５
月
上
旬
）

…
中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

（
木
曽
根
地
内
中
川
共
和
橋
下
流

部
）
■
▽
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
４
月

下
旬
）
…
や
し
お
生
涯
楽
習
館
前

庭
（
新
潟
県
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
）
■
▽
こ
ぶ

し
（
３
月
下
旬
〜
５
月
）
…
県

道
草
加
彦
成
線
の
街
路
樹
（
伊
草

地
内
）
■
B
八
潮
市
広
聴
広
報
課

蕁
９
９
６
＝
２
０
４
７

三
郷
演
劇
祭

A
４
月
24
日
貍
、
25
日
豸
、
午
後

１
時
開
演
■
D
鷹
野
文
化
セ
ン
タ

ー
（
三
郷
駅
か
ら
金
町
駅
行
き
バ

ス
で
「
八
木
郷
橋
」
下
車
徒
歩
４

分
）
■
G
出
演
は
、
三
郷
高
校
演

劇
部
、
劇
団
ワ
ン
ル
ー
ム
ほ
か
７

団
体
■
F
３
０
０
人
（
先
着
順
）

■
H
無
料
■
B
三
郷
市
鷹
野
文
化

セ
ン
タ
ー
蕁
９
５
６
＝
９
０
１
０

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
映
画
会

A
４
月
29
日
豢
、
①
午
前
10
時
・

②
午
後
１
時
30
分
上
映
■
D
吉
川

市
中
央
公
民
館
（
吉
川
駅
北
口
下

車
徒
歩
15
分
）
■
G
「
そ
れ
ゆ
け

ア
ン
パ
ン
マ
ン
・
み
な
み
の
海
を

す
く
え
！
」
の
上
映
■
F
各
回
５

０
０
人
（
先
着
順
）
■
H
無
料
■

B
吉
川
市
中
央
公
民
館
蕁
９
８

１
＝
１
２
３
１

日
本
民
族
舞
踊
団
・
松
伏
公
演

A
５
月
16
日
豸
、
午
後
３
時
開
演

■
D
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ

（
北
越
谷
駅
東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行

き
バ
ス
で
「
中
央
公
民
館
前
」
下

車
）
■
G
阿
波
踊
り
、
津
軽
三
味

線
、
津
軽
じ
ょ
ん
か
ら
ほ
か
（
予

定
）
■
H
２
８
０
０
円
（
全
席
指

定
）。
親
子
割
引
あ
り
■
B
譛
松

伏
町
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
蕁
９
９

２
＝
１
０
０
１

●
子
育
て
講
座

◎
父
親
サ
ロ
ン

●
親
子
講
座

パ
大
集
合
邇
■
F
０
歳
〜
就
学
前
の

お
子
さ
ん
と
保
護
者
10
組
■
E
当
日
、

直
接
会
場
へ

A
４
月
20
日
貂
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
■
D
子
育
て
サ
ロ
ン
■
G
出
産

を
迎
え
る
マ
マ
た
ち
の
交
流
■
F
初

産
を
控
え
た
方
10
人
■
E
当
日
、
直

接
会
場
へ

＊
青
少
年
セ
ン
タ
ー
は
市
役
所
第
二

庁
舎
４
階
に
移
転
し
ま
し
た

■
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ

れ
て
い
た
相
談
室
が
４
月
か
ら
左
記

の
と
お
り
移
転
し
ま
し
た
。
ま
た
、

相
談
日
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

〈
移
転
先
〉
■
東
越
谷
３
の
10
の
７

（
越
谷
市
教
育
相
談
所
内
）

〈
電
話
番
号
〉
■
蕁
９
６
４
＝
０
２
７

２〈相
談
日
〉
■
祝
日
を
除
く
火
曜
・
水

曜
・
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４

時〈相
談
内
容
〉
■
青
少
年
の
非
行
、
問

題
行
動
で
悩
ん
で
い
る
保
護
者
や
悩

み
を
か
か
え
て
い
る
青
少
年
。
面
接

ま
た
は
電
話
相
談
で
す

〈
日
程
〉
■
８
月
25
日
貉
〜
29
日
豸
。

神
戸
、
広
島
へ
の
洋
上
研
修

〈
募
集
人
員
〉
■
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

（
中
学
生
）
20
人
、
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

（
高
校
生
、
青
少
年
活
動
者
等
、
平
成

16
年
４
月
１
日
現
在
15
歳
〜
32
歳
の

方
）
４
人

〈
応
募
資
格
〉
■
①
市
内
在
住
の
方
、

②
団
体
生
活
、
船
上
生
活
に
適
応
で

き
る
健
康
な
方
、
③
市
内
の
学
校
、

職
場
、
青
少
年
団
体
等
で
現
在
、
青

少
年
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
ま
た
は

今
後
青
少
年
活
動
を
志
す
方
。
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
に
よ
り
決
定

し
ま
す

〈
負
担
金
〉
■
３
万
円

〈
申
込
み
〉
■
生
涯
学
習
課
青
少
年
セ

ン
タ
ー
へ

〈
応
募
締
切
〉
■
４
月
23
日
貊

▽
ち
び
っ
こ
く
ら
ぶ
…
G
１
年
間
を

通
し
て
キ
ャ
ン
プ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の

体
験
を
た
く
さ
ん
の
友
達
と
と
も
に

楽
し
み
ま
す
■
F
市
内
在
住
の
小
学

３
年
〜
６
年
生
30
人
（
申
込
み
順
）

■
H
年
間
１
５
０
０
円
と
各
行
事
ご

と
に
実
費
負
担
■

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
…
G

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
び
、
指

導
・
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
方
■

A
年
間
で
７
回
〜
８
回
（
指
定
し
た

日
）
■
D
し
ら
こ
ば
と
キ
ャ
ン
プ
場

ほ
か
■
F
18
歳
〜
34
歳
の
男
女
。
主

催
は
越
谷
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協

議
会
■
E
い
ず
れ
も
４
月
12
日
豺
ま

で
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
青
少
年
セ

ン
タ
ー
へ

越
谷
八
潮
線 

花田第三公園 

花田第四公園 

● 

● 

● 
花田苑 

花
田
小 

花
田
学
童
保
育
室 

★ 

◎
マ
タ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

●
青
少
年
相
談
室
が
移
転
し
ま
し
た

●
平
成
16
年
度
埼
玉
青
少
年
の
船
・

■
研
修
生
を
募
集
し
ま
す

●
ち
び
っ
こ
く
ら
ぶ
会
員
・
ボ
ラ
ン

■
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

就
学
援
助
費
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

就
学
援
助
費
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

就
学
援
助
費
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の

お
知
ら
せ

蕁
９
６
３
＝
９
３
０
８

市役所第二庁舎4階 

教
育
委
員
会 

室 教
育
長
室 

指
導
課 

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
課 

（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
） 

生
涯
学
習
課 

（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
） 

体
育
課 

総
務
課 

工
事
検
査
室 

給
食
課 

Ｗ
Ｃ 

学
校
課 

Ｅ 
Ｖ 
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I…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せI…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せ子育て電話相談は蕁960-5600（毎週水曜日、午前10時～午後3時）

CHILD CORNER

こども 　　　 コーナー こども 　　　 コーナー 

校 学 学 校 

じまん じまん 

フジバカマの観察 

学校紹介 

旧１年 

根本　夏実さん 

大袋中学校 

旧２年 

小林　璃果さん 

旧２年 

齋藤香菜恵さん 

生き物観察ができる池 

こども 
ニュース 

す こ や か さ ん  
こんにちは 

問広報広聴課広報担当 
蕁963-9117

す こ や か さ ん  
 

▲福井貫太ちゃん 

（H14.8.17 東越谷） 

 

▲児玉乃紀ちゃん 

（H15.4.12 袋山） 

こ だ ま  たいき  
 

▲関口裕大ちゃん 

（H14.12.3 越ヶ谷） 

せきぐち ゆうた ふくい  か ん た  
 

▲飯森勇翔ちゃん、健翔ちゃん、海翔ちゃん 

（H13.8.26、H9.6.4、H15.8.30 大里） 

いいもり ゆうと けんと かいと 

27　北越谷小 

　・フジバカマを 
　　守り育てる学校 
　・元気なあいさつ運動 
　・一人一人が 
　　名人をめざす学校 
　・文教大生と 
　　勉強できる学校 

り か  「憩いの元荒川土手」 
齋藤香菜恵 

 

▲長井一史ちゃん 

（H15.2.17 宮本町） 

ながい  ひ と し  

ゆ
う
き 

　
北
越
谷
小
の
よ
い
と
こ
ろ
は
、
「
フ
ジ

バ
カ
マ
の
学
校
」
と
い
う
大
き
な
看
板
の

と
お
り
、
み
ん
な
で
フ
ジ
バ
カ
マ
を
守
り

育
て
て
い
る
こ
と
で
す
。 

　
中
庭
へ
出
れ
ば
フ
ジ
バ
カ
マ
の
良
い
香

り
が
し
ま
す
。
と
く
に
４
年
生
は
、
フ
ジ

バ
カ
マ
を
総
合
で
学
習
す
る
学
年
な
の
で
、

さ
し
木
や
株
分
け
な
ど
を
し
て
い
っ
し
ょ

う
け
ん
め
い
育
て
て
増
や
し
て
き
ま
し
た
。 

　
フ
ジ
バ
カ
マ
は
絶
め
つ
が
心
配
さ
れ
て

い
る
と
て
も
数
少
な
い
植
物
で
す
。
北
越

谷
小
は
、
そ
の
フ
ジ
バ
カ
マ
を
増
や
す
活

動
を
し
て
い
ま
す
。 

　
私
は
、
植
物
が
人
間
の
病
気
や
ケ
ガ
に

薬
と
し
て
き
い
た
り
す
る
の
と
、
植
物
が

絶
め
つ
し
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、
人
間
が

そ
の
植
物
を
助
け
る
と
い
う
こ
と
を
思
う

と
、
植
物
も
人
間
も
同
じ
生
き
物
な
の
だ

か
ら
助
け
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。 

 

＊
次
回
は
大
袋
東
小
で
す 

▲
紹
介
し
て
く
れ
た
旧
４
年
生
の
山
　
優
樹
さ
ん 

応募のしかた 

　４月15日（消印有効）までに

はがきに答え・住所・氏名（ふ

りがな）・性別・学校名・学年・

広報を読んだ感想などを書いて、

蕷343-8501越谷市役所「広報

こしがやこどもクイズ」係まで。

正解者の中から10人（抽せん）

のお友達に記念品をおくります。

当せん者の発表は、記念品の発

送をもってかえさせていただき

ます。 

応募できる人 

市内に住んでいる小・中学生 

 

 ３月号（380回）のこたえ  

②（応募11通　正解11通） 

第381回もんだい 

今回は、算数のも
んだいだよ。下の

□の中には、すべて同じ数
字が入るよ。それはいくつか
な。数字で答えてね。 

ス
キ
ー
教
室
の
思
い
出 

根
本
　
夏
実 

　
私
は
、
今
回
の
ス
キ
ー
教
室
で
、

一
番
楽
し
か
っ
た
事
が
、
ス
キ
ー

の
講
習
と
食
事
の
時
間
で
し
た
。 

　
ス
キ
ー
講
習
で
は
、
初
め
は
中

級
で
し
た
が
、
も
っ
と
す
べ
り
た

く
て
上
級
に
動
か
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
最
初
は
、
つ
い
て
い
け
な

い
か
も
と
不
安
も
多
少
あ
り
ま
し

た
が
、
し
っ
か
り
つ
い
て
い
け
て
、

自
分
に
合
っ
て
い
た
の
で
ほ
っ
と

し
ま
し
た
。
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
っ
て

一
番
上
か
ら
す
べ
っ
て
み
る
と
、

雪
が
深
く
、
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
き
か
ず
、
転
び
そ
う
に
な
っ

た
り
、
板
が
重
な
り
、
転
ん
で
し

ま
っ
た
り
と
下
り
て
く
る
の
に
大

変
で
し
た
。
し
か
し
、
私
の
中
で

は
、
そ
の
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
っ
て
、

す
べ
っ
て
く
る
こ
と
が
一
番
の
思

い
出
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
と
も
楽
し

く
会
話
が
で
き
、
非
常
に
良
い
講

習
と
な
り
ま
し
た
。 

　
次
に
、
食
事
の
時
間
で
は
、
ク

ラ
ス
の
子
と
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
、

今
日
一
日
の
出
来
事
、
お
も
し
ろ

い
話
な
ど
と
、
様
々
な
事
を
話
し

ま
し
た
。
ま
た
、
仲
間
と
過
ご
す

時
間
は
安
心
出
来
る
時
間
へ
と
変

わ
り
ま
し
た
。
今
回
の
ス
キ
ー
教

室
は
、
と
て
も
良
い
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
ス
キ
ー
へ
行

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

＊
次
回
は
西
方
小
で
す 

千
間
台
小
に 

学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
が
完
成 

　
千
間
台
小
に
ビ
オ
ト
ー
プ
が
完

成
し
ま
し
た
。
ビ
オ
ト
ー
プ
と
は
、

ド
イ
ツ
語
で
生
き
物
を
意
味
す
る

「
ビ
オ
」
と
場
所
を
示
す
「
ト
ー

プ
」
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
で
、

自
然
を
復
元
し
て
動
物
や
植
物
が

生
息
で
き
る
場
所
の
こ
と
で
す
。

越
谷
市
で
は
、
「
ふ
れ
あ
い
サ
ン 

ク
チ
ュ
ア
リ
整
備
事
業
」

と
し
て
自
然
生
態
系
を
復

元
・
再
生
し
、
児
童
た
ち

の
環
境
学
習
の
拠
点
と
な

る
よ
う
ビ
オ
ト
ー
プ
の
整

備
を
進
め
て
い
て
、
市
内

の
小
学
校
で
は
12
カ
所
目

と
な
り
ま
す
。 

　
ビ
オ
ト
ー
プ
に
は
、
ハ

ン
ノ
キ
、
コ
ナ
ラ
、
エ
ノ

キ
な
ど
の
樹
木
の
ほ
か
、

生
き
物
観
察
用
の
池
や
稲

作
体
験
な
ど
が
で
き
る
水

田
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　　　□５ 
　×　□５ 

　　６□５ 



古紙配合率70％、白色度70％の 
再生紙を使用しています 

タウンビート 

大豆油インクを使用しています 
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各種相談 *相談はすべて無料です 

市民 
 
 
 
 
 
 
 
 
法律（予約制） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
税務 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
行政 
 
 
 
 
 
行政書士 
 
 
 
 
 
登記 
 
 
 
不動産 
 
 
 
消費生活 
 
 
 
 
女性 
 
 
 
 
 
人権 
 
 
人権 
 
 
内職 
 
 
 
労働 
 
 
 
ワークプラザこしがや 
 
 
 
 
 
経営 
 
 
 
金融 
 
 
 
教育 
 
 
 
 
家庭児童 

施
政
方
針
か
ら
 

施
政
方
針
と
平
成
16
年
度
予
算
の
概
要
 

市
民
と
の
協
働
を
基
本
理
念
に
 

一般…月曜～金曜日（祝休日を除く）。午前９時～午後４時30分（正午～午
後１時を除く）。中央市民会館４階第１相談室。日常生活全般における

相続、債権、債務、離婚、賠償など、法律上の問題を含む民事関係や市政に関する
ことについて、市民相談員が相談に応じます。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
交通事故…毎週月曜・木曜日、第1・3火曜日（祝休日を除く）。午前９時～午後
４時30分（正午～午後１時を除く）。中央市民会館４階第1相談室。交通事故に
よる補償問題や手続きなどについて、交通事故担当の市民相談員が相談に応じ
ます。事前に市民生活課へご連絡ください。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 

一般…毎週水曜日（祝休日の場合は翌日）。午後１時20分～４時
20分。中央市民会館４階第２相談室。予約は前日の火曜日（祝

休日の場合は月曜日）、午後１時から電話で受け付け。定員８人。法律上の諸
問題について、弁護士が相談に応じます。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
夕刻…毎月第２火曜日（祝休日の場合は第３火曜日）、午後４時～７時。中央市
民会館４階第２相談室。予約は前日の月曜日、午後1時（祝休日の場合は当日
の午前９時）から電話で受け付け。定員６人。法律上の諸問題について、弁護
士が相談に応じます。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
交通事故…毎月第３火曜日（祝休日の場合は第４火曜日）。午後１時20分～４
時20分。中央市民会館４階第２相談室。予約は当日の午前９時から電話で受け
付け。定員８人。交通事故による補償問題、手続きなどについて、弁護士が相
談に応じます。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 

税理士…毎月第１月曜日（祝休日の場合は第２月曜日）。午前10時～午後
３時（正午～午後１時を除く）。中央市民会館４階第２相談室。税金関

係全般について、関東信越税理士会越谷支部の税理士が相談に応じます。問合
せ／市民生活課蕁963-9156 
税務署…毎月第２火曜日（7月・8月・1月～3月は休み）。午前10時～午後３時（正午
～午後１時を除く）。中央市民会館4階第2相談室。贈与、譲渡、相続等の国税につ
いて、越谷税務署税務相談官が相談に応じます。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
越谷税理士会税務指導所…毎週月曜・木曜日。午後１時～４時。越谷税理士会
税務指導所（赤山町3-3-4草島商店3階、越谷税務署前）。税金関係全般について、
関東信越税理士会越谷支部の税理士が相談に応じます。問合せ／関東信越税理
士会越谷支部蕁962-6131 
 

毎月第２金曜日（４月は下記のとおり）。午後１時～３時。地区センター
を巡回して実施します。４月の実施日は、14日（水）…大袋地区センター、

19日（月）…増林地区センター、27日（火）…桜井・出羽地区センター。国・県・
市の行政上の諸問題について、行政相談委員が相談に応じます。問合せ／市民
生活課蕁963-9156 
 

毎月第１金曜日。午前10時～午後３時（正午～午後１時を除く）。
中央市民会館４階第２相談室（電話不可）。相続、遺言、遺産分割

協議書、内容証明、契約、告訴、会社設立、営業許可、農地転用、開発許可、
金銭貸借に関する書類の作成・申請代理業務等について、埼玉県行政書士会越
谷支部の行政書士が相談に応じます。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 

毎月第１水曜日。午前９時～正午。中央市民会館４階第２相談室。登記、
供託、分筆、表示など、法務局・裁判所に提出する書類について、司法

書士と土地家屋調査士が相談に応じます。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 

毎月20日。午前10時～午後３時（正午～午後1時を除く）。埼玉県宅建協
会越谷支部（市役所駐車場隣）。不動産に関することについて、弁護士

と相談員が相談に応じます。問合せ／埼玉県宅建協会越谷支部蕁964-7611 
 

月曜～金曜日（祝休日を除く）。午前９時30分～午後３時30分（正午
～午後1時を除く）。中央市民会館4階消費生活センター。商品やサー

ビスの疑問や不審、訪問販売のトラブルなどについて、消費生活相談員が相談
に応じます。問合せ／消費生活センター蕁965-8886 
 

生き方相談…毎週火曜日。午後1時～4時／パートナーカウンセリング…
毎週土曜日。午前10時～正午／健康相談…毎週水曜日。午後１時～７時

／DV（配偶者等からの暴力）相談…毎日（月曜日・4月29日（祝）を除く）。午前9時
～午後5時。いずれも電話相談（面接は予約制）。問合せ／男女共同参画支援セン
ター蕁970-7411 
 

毎月第3木曜日。午前10時～午後3時。中央市民会館5階第7会議室。人間
関係や人権問題について。問合せ／人権推進課蕁963-9119 

 
毎週月曜日（祝日を除く）。午前9時～午後4時。さいたま地方法務局越谷
支局。問合せ／さいたま地方法務局越谷支局総務課蕁966-1337 

 
毎週火曜・木曜日（祝日を除く）。午前10時～午後３時30分（受け付けは午
前10時～正午、午後１時～３時）。中央市民会館４階相談室。内職の相談、

あっせん、求人の相談について。問合せ／産業振興課労政係蕁964-2111 
 

（社会保険労務士）毎週金曜日（祝日を除く）。午後１時～４時。中央市
民会館４階相談室。賃金、労災、雇用、厚生年金などについて。問合せ

／産業振興課労政係蕁964-2111 
 

ハローワーク草加の出先機関です。月曜～金曜日（祝
日を除く）。求人情報自己検索…午前9時～午後4時

45分（昼休みも利用可）。紹介受付…午前９時～11時、午後１時～４時。一般の方・
パートの方・年齢の高い方への職業相談と紹介。パート求人受理。2階は雇用保険
受給者への早期就職支援センター。問合せ／ワークプラザこしがや蕁967-8609 
 

（中小企業診断士）4月7日（水）、21日（水）、5月10日（月）、19日（水）。午
前10時～午後４時。中央市民会館４階相談室。事業経営上の問題や経営

相談について（電話可）。問合せ／商業観光課商業係蕁963-9191 
 

４月14日（水）、５月12日（水）。午後１時～４時。中央市民会館４階相談
室。中小企業者のための金融に関する相談について。問合せ／商業観光

課蕁963-9191 
 

月曜～土曜日（祝日を除く）。午前９時30分～午後５時（電話相談は午
後９時まで）。越谷市教育相談所（東越谷3－10－7）。いじめ、不登校、

非行、発達相談等。対象は幼児～高校生。申込み・問合せ／越谷市教育相談所
蕁966-6833 
 

月曜～金曜日（祝日を除く）。午前9時～午後4時。中央市民会館4階相
談室（電話可）。しつけや習慣、不登校、いじめ、非行、家族関係など18

歳までの相談を行います。問合せ／児童福祉課児童福祉担当蕁964-2111

市 の 人 口  
平成16年３月１日現在 

人口 

世帯 

31万6420人 

12万2240世帯 

（前月比57人増） 

（前月比80世帯増） 

男 

女 

15万8970人 

15万7450人 

（前月比9人増） 

（前月比48人増） 

6：00～６：30、12：00～12：30 
16：00～16：30、19：00～19：30 
21：00～21：30

〈放送日〉 
■テレビ埼玉 
4月18日豸  ９：30～10：00
4月19日豺 11：00～11：30

■テプコケーブルテレビ 

4月26日豺～5月2日豸 

テレビ広報番組 

ご意見、ご感想を 
お寄せください。 

〈４月放送分の主な内容〉 
・平成16年度予算の概要に 
　ついて 
・広報こしがやお知らせ版 
　がご家庭に届くまで 
・地域防災マップの 
　作成（南越谷地区） 

越
谷
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
に 

子
ど
も
の
安

全
を
願
っ
て 

犯
罪
防
止
腕
章
を
寄
贈
 

増
林
小
の
卒

業
生
が
集
い 

15
年
前
の
自

分
に
出
会
う 

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
く
 

　
昭
和
63
年
３
月
、
当
時
増
林

小
に
通
っ
て
い
た
児
童
が
校
歌

碑
の
中
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
の
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
、

３
月
６
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
催
し
は
、
昨
年
11
月
か

ら
実
行
委
員
会
を
設
立
し
準
備

を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
当
日

は
当
時
の
児
童
の
ほ
か
家
族
、

教
員
な
ど
１
７
０
人
が
参
加
。
 

　
15
年
後
の
自
分
に
向

け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
図

画
な
ど
の
作
品
が
入
っ

た
箱
を
取
り
出
し
ま
し

た
。
箱
は
体
育
館
に
運

ば
れ
、
合
図
と
と
も
に

一
斉
に
開
封
。
学
年
ご

と
に
分
け
て
並
べ
ら
れ

ま
し
た
。
 

　
参
加
者
は
「
当
時
の

純
粋
な
心
を
持
っ
た
自

分
に
会
え
て
い
い
刺
激

に
な
り
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
 

15年前の自分の作品に目を通す参加者 

好天に恵まれ、にぎわう梅林公園 

1500枚の腕章が贈られました 

春
を
感
じ
る

恒
例
の
行
事 

３
万
５
０
０

０
人
の
人
出 

梅
林
公
園
で
梅
ま
つ
り
 

　
３
月
６
日
・
７
日
、
大
林
に

あ
る
（
仮
称
）
越
谷
梅
林
公
園

で
梅
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
 

　
こ
の
催
し
は
、
梅
林
公
園
梅

ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
主
催
で

開
か
れ
て
い
る
も
の
で
今
回
が

10
回
目
。
両
日
と
も
好
天
に
恵

ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
３
万
５

０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
 

　
梅
林
公
園
に
は
、
白

加
賀
、
梅
郷
、
紅
梅
、

晩
白
加
賀
な
ど
の
梅
約

２
４
０
本
が
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

　
今
年
は
、
こ
の
ま
つ

り
に
合
わ
せ
た
よ
う
に

満
開
と
な
り
、
琴
の
音

が
流
れ
る
園
内
で
は
、

お
弁
当
を
広
げ
な
が
ら

花
見
を
楽
し
む
家
族
連

れ
や
、
梅
を
バ
ッ
ク
に

記
念
撮
影
を
す
る
人
た

ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

問  広報広聴課広報担当蕁963－9117

＊番組は市のホームページ（アドレ
　スは１面に掲載）から動画のま
　ま見ることもできます 

……………………………………… 

　
３
月
22
日
、
越
谷
市
防
犯
協

会
（
板
川
文
夫
会
長
）
か
ら
越

谷
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
坂
巻
邦

夫
会
長
）
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

用
の
腕
章
「
み
ま
も
り
隊
」
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
、
県
内
各
地
で
登
下

校
中
に
児
童
生
徒
が
不
審
者
か

ら
被
害
を
受
け
る
事
件
が
多
発

す
る
中
、
家
庭
と
地
域
社
会
、
 

�
学
校
が
連
携
し
て
安

全
の
確
保
を
図
っ
て
い

こ
う
と
制
作
さ
れ
た
も

の
。
中
央
に
「
み
ま
も

り
隊
」
の
文
字
と
し
ら

こ
ば
と
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
 

�
こ
の
日
贈
ら
れ
た
腕

章
は
、
市
内
の
小
・
中

学
校
、
幼
稚
園
、
保
育

園
な
ど
に
配
布
さ
れ
、

放
課
後
の
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
等
に
活
用
さ
れ
る

予
定
で
す
。
 

ば
い
ご
う
 

お
く
し
ろ
　か
　
が
 




